
町　
　
　

長
　
寺
　
島
　
光
一
郎

副　

町　

長
　
萬
　
木
　
英
　
雄

町　

議　

会

　
　

議　

長
　
阿
　
部    

　  

一

　
　

副
議
長
　
大
　
坂
　
裕
　
康

　
　

議　

員
（
議
席
順
）

　
　
　

〃
　
　
寺
　
島
　
　
　
努

　
　
　
〃
　
　
林
　
　
　
義
　
秀

　
　
　
〃
　
　
工
　
藤
　
智
　
司

　
　
　
〃
　
　
伊
　
藤
　
鉃
　
吉

　
　
　
〃
　
　
三
　
上
　
岩
　
雄

　
　
　
〃
　
　
明
　
石
　
修
　
二

　
　
　
〃
　
　
安
　
岡
　
美
　
穂

　
　
　
〃
　
　
甲
　
谷
　
弘
　
之

教
育
委
員
会

　
　
委
員
長
　
中
　
川
　
眞
一
郎

　
　
教
育
長
　
松
　
原
　
静
　
雄

　
　
　
　
　
　
　（
公
民
館
長
併
任
）

農
業
委
員
会

　
　

会　

長
　
鈴
　
木
　
昌
　
夫

代
表
監
査
委
員　

　
　
　
　
　
　
江
　
口
　
丈
　
治

選
挙
管
理
委
員
会

　
　

委
員
長　

伊
　
藤
　
泰
　
修
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年頭にあたって
　

町
民
の
皆
さ
ま
、
新
年
明
け
ま
し

て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
三
年
の
新
春
を
町
民
の

皆
さ
ま
と
共
に
お
迎
え
で
き
ま
す
こ

と
を
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　

日
頃
か
ら
町
行
政
に
対
し
て
温
か

い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

特
に
、
檜
山
を
函
館
の
出
先
に
格

下
げ
す
る
と
の
道
の
考
え
方
は
、
町

民
は
じ
め
多
く
の
方
々
の
ご
支
援
を

い
た
だ
き
撤
回
さ
せ
た
と
こ
ろ
で
す

が
、
今
後
と
も
、
町
民
一
丸
と
な
っ

た
取
組
み
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

　

わ
が
国
の
景
気
は
、
依
然
と
し
て

足
踏
み
状
態
と
な
っ
て
お
り
、
失
業

率
も
高
水
準
に
あ
る
な
ど
厳
し
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。

　

北
海
道
に
お
き
ま
し
て
も
、
道
町

村
会
が
作
成
し
た
一
人
当
た
り
の
都

道
府
県
別
県
民
所
得
ラ
ン
キ
ン
グ
で

は
、
平
成
十
三
年
度
で
二
十
九
位
で

あ
っ
た
順
位
が
平
成
十
九
年
度
に
は

三
十
九
位
ま
で
落
ち
込
ん
で
し
ま
い

ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
な
か
、
町
で
は
、
昨
年

度
に
引
き
続
き
、
短
期
の
雇
用
・
就

業
機
会
を
創
出
す
る
た
め
の
「
緊
急

雇
用
創
出
推
進
事
業
」
や
地
域
の
実

情
や
創
意
工
夫
に
基
づ
い
て
求
職

者
等
の
雇
用
機
会
を
創
出
す
る
た

め
の
「
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特
別
対

策
事
業
」
を
実
施
し
て
き
た
と
こ
ろ

で
す
。

　

ま
た
、
平
成
十
五
年
度
か
ら
継
続

事
業
と
し
て
整
備
し
て
お
り
ま
し

た
道
道
乙
部
港
線
に
つ
き
ま
し
て

は
、
今
年
度
を
も
っ
て
完
了
し
、
街

な
み
整
備
な
ど
の
施
策
に
よ
り
新

し
い
乙
部
の
中
心
街
と
し
て
生
ま

れ
変
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

昔
の
よ
う
に
、
道
道
に
路
線
バ
ス

を
走
ら
せ
、
少
し
で
も
賑
わ
い
の
あ

る
街
並
み
に
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
港
線
の
沿
道
に
は
、
子

育
て
世
代
が
入
居
で
き
る
二
棟
四

戸
の
公
営
住
宅
を
建
設
し
て
、
お

祭
り
や
地
域
の
行
事
に
も
た
く
さ

ん
の
子
ど
も
や
若
者
が
参
加
で
き

る
地
域
づ
く
り
に
も
努
め
た
い
と

思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

農
業
で
は
、
天
候
不
順
に
よ
り
収

穫
量
、
出
荷
額
も
全
般
的
に
落
ち
込

み
ま
し
た
が
、
農
水
産
物
の
加
工
に

乙　

部　

町　

長

　
寺
　
島
　
光
一
郎

よ
る
特
産
品
の
開
発
、
販
売
な
ど

に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

水
産
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
衛
生

型
岸
壁
が
完
成
し
、
安
全
か
つ
良

質
な
供
給
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、ナ
マ
コ
、ウ
ニ
等
の
増
養
殖

を
推
進
し
資
源
管
理
に
も
努
め
て
い

ま
す
。

　

観
光
面
で
は
、
新
し
い
館
浦
温
泉

２
号
井
か
ら
「
い
こ
い
の
湯
」
や
町

民
プ
ー
ル
な
ど
に
温
泉
の
供
給
が

始
ま
り
、
多
く
の
町
民
が
利
用
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
町
民
の

保
養
だ
け
で
な
く
、
さ
ら
な
る
観

光
資
源
と
し
て
の
地
域
の
産
業
振

興
や
雇
用
の
創
出
に
つ
な
が
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

豊
浜
地
区
に
は
、
待
望
の
集
会
施

設
が
で
き
、
室
内
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
さ
れ
、
木
を
た
く
さ
ん
使
用
し

使
い
勝
手
の
良
い
高
齢
者
に
や
さ

し
い
施
設
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
残
念
な
こ
と
で
は
あ
り

ま
す
が
、今
年
三
月
を
も
っ
て
姫
川

小
学
校
が
閉
校
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

姫
川
小
学
校
は
、
乙
部
小
学
校

の
小
川
分
教
場
と
し
て
百
十
五
年

の
歴
史
を
有
し
、
現
在
ま
で
数
多
く

の
卒
業
生
を
輩
出
し
、
町
内
は
も
と

よ
り
全
国
で
も
活
躍
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
児
童
の
減
少
か

ら
、
ｐ
Ｔ
Ａ
、
地
域
住
民
が
協
議
を

重
ね
た
結
果
幕
を
降
ろ
す
こ
と
に
な

り
ま
し
た
が
、
閉
校
後
も
伝
統
や
歴

史
は
一
人
一
人
の
心
に
刻
み
込
ま

れ
、
生
き
続
け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

さ
ら
に
、
昨
年
八
月
に
は
、
集
中

豪
雨
が
あ
り
、
幸
い
人
的
被
害
は
な

か
っ
た
も
の
の
、
人
家
や
農
業
施
設

な
ど
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま

し
た
。

　

特
に
、国
道
、道
道
の
通
行
止
は
、

地
域
住
民
の
生
活
に
は
大
き
く
影
響

を
及
ぼ
し
ま
す
。
国
道
は
、
今
年
度

の
災
害
を
教
訓
に
、
災
害
に
強
い
施

設
に
な
る
よ
う
補
強
対
策
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

町
道
で
は
、主
要
道
道
さ
ら
に
は
、

そ
の
先
の
国
道
と
連
絡
す
る
町
道
姫

川
富
岡
線
を
整
備
し
災
害
時
の
国
道

二
二
九
号
の
代
替
ル
ー
ト
と
し
て
整

備
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
新
し
い

年
を
迎
え
、
町
民
の
皆
さ
ま
と
一
体

と
な
り
、
小
さ
く
て
も
誇
り
の
も
て

る
一
人
ひ
と
り
に
光
の
当
た
る
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
の
で
本
年
も

変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
と
と
も
に
、

皆
さ
ま
の
ご
多
幸
と
ご
健
勝
を
お
祈

り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

総
務
課

課
長　

菊
池　
　

晃

（
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
書
記
長
併
任
）

参
事　

笠
原　

邦
雄

課
長
補
佐　

阿
部　

優
子

課
長
補
佐　

品
野　
　

肇

（
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
書
記
次
長
併
任
）

　
　
　

 

安
田　

秀
樹  

山
本　

裕
樹

　
　
　

 

沖
崎　

雅
樹

　
　
　

 

野
澤　

明
司（
北
海
道
派
遣
）

町
民
課

課
長　

梅
川　

竹
秋

（
保
育
園
長
兼
務
）

参
事　

佐
藤　

英
稔

（
ホ
ー
ム
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
お
と
べ
所
長
兼
務
）

課
長
補
佐　

小
野　

和
利

課
長
補
佐　

上
田　

裕
子

課
長
補
佐　

服
部　

俊
喜

課
長
補
佐　

北
越
由
紀
子

　
　
　

品
野
百
合
子　

幸
田　

修
二

　
　
　

佐
藤　

昌
宏　

小
松　

宏
嘉

　
　
　

明
石　
　

要　

髙
橋　

祐
基

　
　
　

菊
池　

亮
太　

鈴
木　

浩
太

　
　
　

酒
井　

美
香　

佐
藤　

美
穂

ホ
ー
ム
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
お
と
べ

（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　

吉
岡　

紀
子　

町
中　
　

聖

あ
け
ま
し
て

 

お
め
で
と
う

  

ご
ざ
い
ま
す
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年頭にあたって
　

町
民
の
皆
さ
ま
、
新
年
明
け
ま

し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

希
望
に
満
ち
た
新
春
を
町
民
の

皆
さ
ま
と
共
に
お
迎
え
で
き
ま
す

こ
と
を
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　

国
の
公
共
投
資
に
よ
る
景
気
対

策
は
、
政
策
方
針
の
変
更
も
あ
っ

て
、
抑
制
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
た

め
、
公
共
投
資
依
存
が
高
い
地
方

に
お
い
て
は
、
景
気
回
復
が
遅
れ

ぎ
み
で
あ
り
景
気
低
迷
の
中
、
地

方
税
の
大
幅
な
減
収
等
に
よ
り
、

小
規
模
町
村
は
、
よ
り
厳
し
い
行

財
政
運
営
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
乙
部
町
の
基

幹
産
業
で
あ
り
ま
す
農
業
に
お

い
て
は
、
ハ
ウ
ス
栽
培
で
、
ホ
ワ

イ
ト
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
・
ス
ナ
ッ
プ

エ
ン
ド
ウ
、
露
地
で
は
、
ハ
ト
ム

ギ
・
大
豆
を
試
験
栽
培
す
る
と
と

も
に
、
サ
ト
イ
モ
の
作
付
面
積
を

増
反
す
る
等
、
農
業
経
営
の
確
立

を
目
指
す
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
漁
業
に
お
い
て
は
、
す

け
と
う
だ
ら
の
資
源
管
理
や
産
卵

場
所
の
保
護
育
成
、
ウ
ニ
・
サ
ク

ラ
マ
ス
の
増
殖
等
に
加
え
、
新
た

に
ナ
マ
コ
資
源
の
増
殖
等
、
育
て

る
漁
業
へ
の
取
り
組
み
も
進
め
ら

れ
て
お
り
、
今
後
に
期
待
を
す
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
試
み
を
は
じ
め
と

し
て
、
町
の
基
幹
産
業
で
あ
り
ま

す
農
業
や
漁
業
が
活
性
化
す
る
こ

と
で
、
地
域
経
済
の
進
展
に
つ
な

が
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

乙
部
町
が
個
性
と
自
主
性
の
あ

る
新
し
い
時
代
に
対
応
し
た
ま
ち

づ
く
り
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に

推
進
さ
れ
る
こ
と
に
期
待
し
、
議

会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
町
政
推

進
に
あ
た
っ
て
は
積
極
的
に
支
援

し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

各
地
方
自
治
体
も
少
子
高
齢
化

が
一
層
進
ん
で
お
り
、
地
方
税
の

減
収
等
に
よ
り
厳
し
さ
を
増
し
て

乙
部
町
議
会
議
長

　
阿
　
部
　
　
　
一

い
る
中
、
乙
部
町
に
お
い
て
は
、

早
く
か
ら
行
財
政
改
革
に
取
り
組

み
を
し
、
財
政
健
全
化
が
図
ら
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
地
方
分
権
が
進
め
ら
れ

て
い
る
中
で
、
自
治
体
の
自
己
決

定
・
自
己
責
任
に
基
づ
き
町
政
を

推
進
す
る
と
き
、
議
会
の
果
た
す

役
割
は
更
に
大
き
く
な
る
も
の
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
て
、

私
た
ち
議
員
も
責
務
と
役
割
の
重

大
さ
を
深
く
自
覚
し
、
町
民
に
信

頼
さ
れ
る
議
会
と
し
て
、
わ
が
郷

土
乙
部
町
の
振
興
と
明
る
く
元
気

で
豊
か
な
、
希
望
に
満
ち
た
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
、
期
待
に
応
え
る

よ
う
決
意
を
新
た
に
し
て
お
り
ま

す
。

　

新
し
い
年
を
迎
え
、
皆
さ
ま
に

と
り
ま
し
て
健
康
で
幸
多
い
年
で

あ
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申

し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

財
政
課

課
長　

小
石　

裕
之

課
長
補
佐　

中
川
美
千
代

　
　
　

西
田　

卓
見  

伊
藤　

鉃
将

　
　
　

竹
内　

拓
也

税
務
課

課
長　

宮
川　

寿
巳

　
　
　

冷
水　

義
明　

萬
木　
　

譲

　
　
　

増
川　

伸
吾　

井
田　

拓
身

農
林
課

課
長　

鈴
木　

修
二

（
農
業
委
員
会
事
務
局
長
併
任
）

課
長
補
佐　

田
中　

俊
克

課
長
補
佐　

中
嶋　

俊
哉

　
　
　

西
川　

公
敏　

小
伊
勢
祐
太

水
産
商
工
課

課
長　

杉
江　

英
樹

　
　
　
（
農
林
課
参
事
併
任
）

課
長
補
佐　

吉
田　

宏
幸 

　
　
　

菊
池　

睦
治　

成
田　

隆
敏

　
　
　

三
浦　

英
春　

三
上　

雄
大

　
　
　

阿
部　

栄
二　

（
ひ
や
ま
漁
業
協
同
組
合
派
遣
）

建
設
課

課
長　

安
岡　

育
男

参
事　

奥
村　
　

博

課
長
補
佐　

石
島　

正
光

課
長
補
佐　

三
橋　

佳
史

課
長
補
佐　

松
原　

敏
幸

課
長
補
佐　

熊
沢　

茂
樹

　
　
　

麓　
　
　

洋　

三
上　

裕
士

　
　
　

渡
辺　

尚
樹

新
年
交
礼
会

　

と　

き　

１
月
１
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
前
11
時
～

　

と
こ
ろ　

町
民
会
館

乙
部
町
消
防
団
出
初
式

　

と　

き　

１
月
３
日
（
月
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
～

　

と
こ
ろ　

町
内
行
進

　
　
　
　
　

町
民
会
館

町
政
懇
談
会
に
ご
参
加
を
！

　

町
内
で
抱
え
て
い
る
課
題
や

要
望
な
ど
を
と
り
ま
と
め
、
町

政
に
反
映
さ
せ
よ
う
と
、
今
年

も
町
政
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
ま

す
。

　

懇
談
会
に
は
町
長
を
は
じ

め
、
関
係
課
長
が
出
席
し
ま
す

の
で
、
ご
提
言
や
ご
要
望
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
い
日
程
に
つ
き
ま
し
て

は
、
後
日
、
防
災
行
政
無
線
な

ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

１
月
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
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出
納
室

会
計
管
理
者

室
長　

米
田　

雅
紀

室
長
補
佐　

阿
部　

久
子

議
会
事
務
局

局
長　

林　
　

一
夫

農
業
委
員
会
事
務
局

書
記　

髙
島　

博
志

（
農
林
課
主
事
併
任
）

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

選
挙
係
長　

宮
本　

政
則

（
総
務
課
交
通
住
民
運
動
係
長
併
任
）

教
育
委
員
会
事
務
局

局
長　

西　
　

健
正

　
　
　
（
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
務
）

参
事　

北
越　

春
義

　
　
　
　
　
　
（
公
民
館
次
長
併
任
）

次
長　

菊
池　

則
之

　
　
　

工
藤　
　

明  

谷
脇　
　

徹

　
　
　

和
島　

央
法

　
　
　

木
幡　

淳
史
（
北
海
道
職
員
）

公
民
館

　
　
　

藤
田　

巧　

尾
山　

一
也

給
食
セ
ン
タ
ー

　
　
　

阿
部　

紀
子
（
北
海
道
職
員
）

保
育
園

次
長　

北
越　

友
子

　
　
　

長
濱　

玲
子　

伏
見　

礼
子

　
　
　

小
林　

郁
子　

須
田
な
な
子

大集合大集合
おめでとうございます

　

元
町
で
法
然
寺
の
住
職
を
さ
れ
て
い
る

松
本
信
成
さ
ん
は
「
今
年
は
健
康
で
、
安

ら
ぎ
の
あ
る
お
寺
づ
く
り
を
目
指
し
た

い
。
ま
た
、
本
な
ど
を
読
む
こ
と
で
、
常

に
情
報
収
集
に
努
め
、
仕
事
で
よ
い
お
話

が
出
来
る
よ
う
に
し
た
い
」
と
抱
負
を
話

し
ま
し
た
。

　

緑
町
で
汲
田
石
油
商
会
㈱
に
勤
務
す
る

汲
田
崇
宏
さ
ん
は
「
昨
年
は
、
結
婚
す
る

こ
と
が
出
来
た
の
で
、
今
年
は
ぜ
ひ
子
ど

も
が
欲
し
い
で
す
。
で
き
れ
ば
た
く
さ
ん

欲
し
い
で
す
。」
と
意
欲
を
み
せ
て
い
ま

し
た
。

　

花
磯
で
豊
浜
地
区
自
治
会
女
性
部
長
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
公
職
に
就
い
て
活
躍
し

て
い
る
生
田
宜
子
さ
ん
は
「
今
年
も
趣
味

の
華
道
・
茶
道
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

に
も
積
極
的
に
取
組
み
た
い
。

　

多
く
の
仕
事
が
充
実
し
た
日
々
を
形
成

し
、た
と
え
忙
し
く
て
も
時
間
は
作
る
も
の
」

と
活
動
的
な
一
年
を
見
据
え
て
い
ま
し
た
。

明
和
小
学
校
に
通
う
卯
年
生
ま
れ
の
４
人
が
、

　
　
　
　

抱
負
を
直
筆
で
寄
せ
て
く
れ
ま
し
た
。



卯年
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卯年
生
ま
れ

うさぎ　  どし

新年あけまして

　

姫
川
小
学
校
に
通
う
卯
年
生
ま
れ
の
杉
田
結

唯
さ
ん
が
抱
負
を
直
筆
で
寄
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

緑
町
で
中
道
家
具
店
を
経
営
し
て
い
る

中
道
照
幸
さ
ん
は
「
健
康
に
気
を
つ
け
な

が
ら
、
商
売
を
し
っ
か
り
続
け
た
い
。
昨

年
は
忙
し
か
っ
た
の
で
、
今
年
は
温
泉
旅

行
や
、
趣
味
の
チ
カ
釣
り
を
楽
し
み
た
い
。

さ
ら
に
今
年
は
孫
が
生
ま
れ
る
の
で
、
ぜ

ひ
よ
い
年
に
し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

国
保
病
院

病
院
長　

高
下　

圭
一

副
院
長　

須
藤　

正
人

事
務
長　

永
井　
　

悟

看
護
師
長　

中
納
志
保
子

次
長　

前
田　

平
蔵

副
看
護
師
長

　
　
　

菊
池　

佳
子

診
療
放
射
線
科
長　

　
　
　

工
藤　

洋
一

臨
床
検
査
科
主
任
技
師

　
　
　

三
浦　
　

孝

薬
局
長　

田
辺　

知
行

　
　
　

鈴
木　
　

司　

八
木　

智
美

　
　
　

町
中　

春
子　

小
野　

恵
子

　
　
　

板
谷　

涼
子　

土
谷
志
保
子

　
　
　

光
森
小
百
合　

小
笠
原
美
加

　
　
　

寶
田　

由
美　

西
田　

美
和

　
　
　

敦
賀　

篤
子　

宮
川
久
美
子

　
　
　

新
谷　

幸
子　

野
々
井
敏
子

　
　
　

安
田　

悦
子

乙
部
消
防
署

署
長　

吉
川　

一
夫

次
長　

田
中　

正
義

次
長　

佐
々
木
廣
彰　

　
　
　

金
澤　

健
悦　

花
谷　

鉄
也

　
　
　

長
尾　
　

修　

大
川　

宏
孝

　
　
　

金
澤　

久
芳　

阿
部　

建
一

　
　
　

牛
谷
内
一
志　

新
谷　

明
仁

　
　
　

瀧
澤　

博
文　

伊
勢　

正
臣

　
　
　

澤
井　

力
也　

荒
木　

秀
顕

　今年はうさぎ年。昭和２年、
昭 和 14 年、 昭 和 26 年、 昭 和
38 年、昭和 50 年、昭和 62 年、
平成 11 年に生まれた方々と、そ
して今年、平成 23 年に生まれ
る子どもたちです。
　その中から数名の方に、新年
の抱負などを伺いました。

　

華
道
の
先
生
を
し
て
い
た
こ
と
も
あ
る

甲
谷
輝
さ
ん
は
「
乙
部
に
住
ん
で
六
十
年

に
な
る
が
、
こ
ん
な
住
み
や
す
い
町
は
他

に
な
い
。
近
所
の
方
が
た
も
、
と
て
も
頼

り
が
い
が
あ
り
、
安
心
し
て
生
活
で
き
る
。

今
年
は
人
の
集
ま
る
と
こ
ろ
に
顔
を
出

し
、
楽
し
く
お
話
を
し
た
い
」
と
交
流
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

郵
政
事
業
㈱
江
差
支
店
乙
部
集
配
セ
ン

タ
ー
に
勤
務
し
て
い
る
瀧
澤
喜
穂
子
さ
ん

は
「
今
年
は
家
族
で
い
ろ
い
ろ
な
場
所
へ

遊
び
に
行
き
た
い
。
夏
は
キ
ャ
ン
プ
、
冬

は
ス
キ
ー
を
楽
し
み
、
家
族
と
の
交
流
の

時
間
を
大
切
に
す
る
一
年
に
し
た
い
」
と

家
族
を
想
っ
て
い
ま
し
た
。
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さ
っ
ぽ
ろ
乙
部
会
総
会

　
ふ
る
さ
と
想
う
一
日
に

　

さ
っ
ぽ
ろ
乙
部
会
（
渡
辺
鶴
雄

会
長
・
会
員
三
百
七
十
七
人
）
の

第
二
十
五
回
総
会
が
十
二
月
四

日
、
札
幌
市
の
ホ
テ
ル
ノ
ー
ス
シ

テ
ィ
ー
で
開
催
さ
れ
、
札
幌
市
や

そ
の
近
郊
で
暮
ら
す
乙
部
出
身
者

ら
約
百
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
渡
辺
会
長
が
「
今
年

は
、
二
十
五
周
年
の
節
目
の
会
。

ふ
る
さ
と
に
貢
献
し
な
が
ら
、
ふ

る
さ
と
の
元
気
を
受
け
な
が
ら
、

町
の
発
展
を
祈
念
し
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
。

　

寺
島
町
長
か
ら
は
漁
業
な
ど
町

の
近
況
を
報
告
し
「
不
景
気
だ
が

誇
り
を
持
て
る
町
を
目
指
し
、
皆

さ
ま
の
ア
ン
テ
ナ
と
な
っ
て
、
小

さ
く
て
も
光
る
町
と
し
て
い
き
た

い
」
な
ど
と
話
し
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
の
懇
親
会
で
は
、

毎
年
恒
例
の
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
三
平

汁
が
今
年
も
新
谷

祐
子
さ
ん（
花
磯
）

の
手
で
振
る
舞
わ

れ
、
余
興
で
は
、

二
十
五
周
年
を
記

念
し
て
寺
島
三
姉

妹
の
民
謡
シ
ョ
ー

や
、
会
員
の
伊
藤

和
子
さ
ん
ら
に
よ

る
フ
ラ
ダ
ン
ス

シ
ョ
ー
も
開
催
。

　

ホ
テ
ル
内
で
は
ふ
る
さ
と
物
産

展
も
行
わ
れ
、
乙
部
町
の
特
産
品

を
買
い
求
め
る
お
客
さ
ん
で
大
盛

況
と
な
り
ま
し
た
。

　

十
一
月
十
八

日
、
栄
浜
小
学

校
（
後
藤
賢
一

校
長
）
の
全
校

児
童
十
九
名
は

来
拝
川
流
域
に

て
サ
ク
ラ
マ
ス

の
卵
を
孵
化
さ

せ
る
飼
育
か
ご

の
設
置
を
行
い

ま
し
た
。

　

こ
の
行
事
は
魚
つ
き
の
森
づ
く

り
協
議
会
（
中
川
眞
一
郎
会
長
）

が
主
催
し
た
も
の
で
、
ふ
る
さ
と

の
自
然
を
身
近
に
感
じ
な
が
ら
、

来
拝
川
の
生
態
を
知
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　

放
流
に
先
立
ち
中
川
会
長
は
、

「
森
の
大
切
さ
を
思
う
人
が
増
え

る
こ
と
が
、
森
を
守
る
こ
と
に
つ

な
が
り
ま
す
。
皆
さ
ん
も
森
を
大

切
に
し
て
く
だ
さ
い
。」
と
挨
拶

し
ま
し
た
。

　

飼
育
か
ご
に
入
れ
ら
れ
た
サ
ク

ラ
マ
ス
の
卵
は
、『
さ
け
ま
す
・

内
水
面
試
験
場
道
南
支
場
』
か
ら

提
供
さ
れ
た
七
千
粒
で
、
九
月

三
十
日
に
受
精
し
た
も
の
を
使

用
。

　

孵
化
は
だ
い
た
い
十
二
月
か
ら

一
月
に
か
け
て
行
わ
れ
、
海
へ
降

下
す
る
も
の
と
川
へ
残
る
も
の
と

に
分
か
れ
ま
す
。

　

川
に
残
っ
た
も
の
は
ヤ
マ
ベ
と

な
り
生
涯
を
川
で
過
ご
し
ま
す
。

サケがのぼる川
　　　　　づくりを

さ
っ
ぽ
ろ
乙
部
会
総
会

　
ふ
る
さ
と
想
う
一
日
に

ふるさと物産展で特産品が大盛況

新谷さん親子によるスケソ三平汁提供

本間副会長による乾杯

サクラマスの卵を保育カゴへ移す

栄浜小児童らの集合写真来拝川周辺

栄浜小でサクラマスの卵を
　　　　　保育かごで飼育
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明
和
小
で
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
料
理

　
　 
新
鮮
さ
か
な
で
給
食
彩
り

　

明
和
小
学
校
（
宍
戸
了
校
長
）

で
は
十
二
月
八
日
、
ス
ケ
ト
ウ
ダ

ラ
の
三
平
汁
を
作
る
体
験
学
習

「
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
料
理
体
験
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

地
場
産
業
の
中
心
で
あ
る
漁

業
、
特
に
『
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
』
を

調
理
す
る
こ
と
で
、
地
域
を
よ
り

詳
し
く
知
る
き
っ
か
け
と
す
る
こ

と
な
ど
を
目
指
し
て
行
わ
れ
る
こ

の
教
室
に
は
、
豊
浜
船
首
船
頭
会

か
ら
提
供
さ
れ
た
新
鮮
な
ス
ケ
ト

ウ
ダ
ラ
が
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
二
十
名
の
児
童
が
参
加

し
、
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
や
野
菜
の
調

理
、
味
付
け
を
児
童
自
ら
が
率
先

し
て
行
い
、
三
平
汁
を
完
成
さ
せ

ま
し
た
。

　

三
平
汁
は
給
食
と
い
っ
し
ょ
に

試
食
さ
れ
、
児
童
ら
は
お
い
し
そ

う
に
食
べ
て
い
ま
し
た
。

　

感
想
発
表
で
は
、
六
年
生
の
須

田
菜
月
さ
ん
が
「
豊
浜
で
取
れ
た

ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
を
使
い
、
み
ん
な

で
協
力
し
て
作
っ
た
の
で
、
と
て

も
お
い
し
か
っ
た
で
す
」
と
述
べ

ま
し
た
。

　

乙
部
町
防
犯
協
会
（
生
田
晃
吉

会
長
）
と
乙
部
駐
在
所
が
十
二
月

八
日
、
地
域
安
全
運
動
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

地
域
安
全
運
動
は
、
ひ
っ
た
く

り
等
の
街
頭
犯
罪
や
空
き
巣
が
増

え
る
年
末
に
向
け
て
、
注
意
を
呼

び
か
け
て
い
る
も
の
で
す
。

　

当
日
は
防
犯
協
会
や
交
通
安
全

指
導
員
ら
約
二
十
五
人
が
元
町
か

ら
館
浦
地
区
ま
で
歩
き
、
ブ
ン
テ

ン
前
で
は
買
い
物
客
ら
に
空
き
巣

な
ど
へ
の
注
意
を
促
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
飲
酒
す
る
機
会
が
増
え

る
時
期
を
迎
え
、
交
通
安
全
指
導

員
ら
が
町
内
の
飲
食
店
を
訪
問
し
、

飲
酒
運
転
を
さ
せ
な
い
よ
う
協
力

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

韓
国
ソ
ウ
ル
市
の
食

品
会
社
「
百
年
土
種
参

鶏
湯
」
の
朴
良
美
社

長
ら
三
人
が
十
一
月

二
十
五
日
に
町
内
を
訪

問
。
本
場
韓
国
キ
ム
チ

製
造
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
伝

授
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
朴
社
長
ら
が

持
参
し
た
韓
国
産
の
唐

辛
子
や
、
小
エ
ビ
の
塩

辛
な
ど
を
使
用
し
た
本

場
の
キ
ム
チ
と
、
道
内

産
の
唐
辛
子
や
乙
部
町

産
の
食
材
を
使
用
し
た

キ
ム
チ
を
作
成
。
町
内
の
白
菜
や

ゆ
り
根
、
辛
子
明
太
子
、
水
揚
げ

さ
れ
た
ば
か
り
の
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ

も
食
材
と
し
て
活
用
し
、
独
自
の

「
乙
部
町
産
キ
ム
チ
」
を
作
り
上

げ
ま
し
た
。

　

朴
社
長
は
「
ゆ
り
根
や
新
鮮
な

ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
を
入
れ
る
こ
と

で
、独
自
の
キ
ム
チ
が
完
成
し
た
。

と
て
も
お
い
し
く
で
き
ま
し
た
。」

と
で
き
ば
え
に
自
信
を
持
っ
て
い

ま
し
た
。

　

キ
ム
チ
は
発
酵
食
品
と
し
て
ビ

タ
ミ
ン
Ｃ
な
ど
が
豊
富
で
、
老
化

抑
制
や
抗
が
ん
効
果
、
ダ
イ
エ
ッ

ト
、
貧
血
予
防
な
ど
の
効
果
が
得

ら
れ
ま
す
。

　

今
後
、
商
工
会
で
は
白
菜
や
大

根
な
ど
の
乙
部
町
産
野
菜
を
活
用

し
た
キ
ム
チ
生
産
を
検
討
し
て
お

り
、
今
後
の
動
向
が
注
目
さ
れ
ま

す
。

地
域
安
全
運
動
実
施

　
犯
罪
抑
止
へ
一
役

乙
部
産
キ
ム
チ
作
り
へ
挑
戦

  

本
場
ソ
ウ
ル
か
ら
技
術
伝
授

三平汁作りをする児童ら

給食時間の試食のようす

技術指導をする朴良美社長ら

防犯を呼びかけ、意識向上
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十
二
月
五
日
、
町
民
会
館
で
は

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
実
行
委
員

会
（
近
藤
征
昭
会
実
行
委
員
長
）

主
催
の
歳
末
た
す
け
あ
い
バ
ザ
ー

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

バ
ザ
ー
会
場
に
は
約
三
百
五
十

名
が
訪
れ
、
品
物
は
町
民
の
皆
さ

ん
か
ら
の
善
意
で
寄
せ
ら
れ
た
食

料
品
、
衣
料
品
、
セ
ト
モ
ノ
や
雑

貨
な
ど
千
五
百
点
ほ
ど
が
各
コ
ー

ナ
ー
に
並
べ
ら
れ
、
午
前
十
時
の

開
場
と
同
時
に
た
く
さ
ん
の
お
客

さ
ん
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

品
物
は
超
特
価
で
販
売
さ
れ
る

た
め
、
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
て
、
大

盛
況
。

　

当
日
は
約
六
十
人
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
が
売
り
子
な
ど
を
務

め
、
活
気
あ
ふ
れ
る
掛
け
声
が
飛

び
交
う
中
、
大
忙
し
で
品
物
を
売

り
さ
ば
い
て
い
ま
し
た
。

　

な
お
バ
ザ
ー
の
収
益
金
の
、
約

四
十
一
万
円
は
、
一
人
暮
ら
し
の

お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な
方
々

入賞した乙部中学校生徒のみなさん

歳末たすけあい
バザー

大盛況な激安市が
今年も開催

　

函
館
地
方
法
務
局
と
函
館
人
権

擁
護
委
員
連
合
会
共
催
の
「
第

三
十
回
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ

ン
テ
ス
ト
江
差
地
区
大
会
」
で
、

乙
部
中
学
校
か
ら
四
名
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

　

人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
人

権
問
題
に
つ
い
て
作
文
を
書
く
こ

と
で
、
人
権
尊
重
の
重
要
性
、
必

要
性
に
理
解
を
深
め
、
豊
か
な
人

権
感
覚
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
目

的
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

受
賞
に
は
乙
部
中
学
校
か
ら
、

丸
谷
岳
大
く
ん
（
三
年
）
が
最
優

秀
賞
（
函
館
地
方
大
会
北
海
道
知

事
賞
）
に
、
安
田
柚
菜
さ
ん
（
三

年
）
が
優
秀
賞
（
函
館
地
方
大
会

奨
励
賞
）、
竹
内
ま
み
さ
ん
（
三

年
）
と
、
佐
野
菜
奈
美
さ
ん
（
二

年
）
が
奨
励
賞
を
そ
れ
ぞ
れ
受
賞

し
ま
し
た
。

　

表
彰
式
は
十
二
月
十
七
日
に
乙

部
中
学
校
で
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

に
賞
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

へ
の
歳
末
プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど
に
使

わ
れ
ま
す
。

大盛況な歳末たすけあいバザー

中学生人権
作文コンテスト

乙部中から
四名入賞

第
二
十
四
回

　
　

青
少
年
空
手
道
競
技
大
会

（
十
一
月
三
日 

七
飯
町
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
町
民
体
育
館
）

「
形
」
高
校
生
・
一
般
女
子
の
部

　

第
二
位　

上
田　

華
乃

「
組
手
」
中
学
生
男
子
二･

三
年
の
部

　

第
三
位　

笹
谷　

青
雅

「
組
手
」
小
学
生
女
子
一･

二
年
の
部

　

第
二
位　

菊
池　

彩
乃

第
二
十
四
回
檜
山
管
内
空
手
道

　
　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
交
流
大
会

（
十
一
月
十
四
日 

厚
沢
部
町
総
合

体
育
館
ア
リ
ー
ナ
）

「
団
体
組
手
」
中
学
生
の
部

　

第
三
位　

片
石　

直
樹

　
　
　
　
　

西
里　

悠
介

第
十
回
檜
山
ジ
ュ
ニ
ア
フ
ッ
ト
サ

ル
Ｕ
‐
８

十
一
月
十
四
日 

今
金
町
総
合
体
育
館

優
勝　

乙
部
サ
ッ
カ
ー
少
年
団

平
成
二
十
二
年
度

長
万
部
町
近
隣
町
少
年
剣
道
大
会

団
体
・
小
学
生
高
学
年
の
部

準
優
勝　

乙
部
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少

　
　
　
　

年
団
Ａ
（
矢
野
、井
田
、

　
　
　
　

清
水
、
陳
祐
、
松
崎
）

個
人
・
小
学
五
・
六
年
生
女
子
の
部

第
三
位　

若
木　

萌
桂

「
組
手
」
中
学
生
男
子
二･

三
年
の
部

　

優　

勝　

西
里　

悠
介

「
組
手
」
小
学
生
男
女
一･

二
年
の
部

　

第
二
位　

工
藤　

優
斗
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教
育
委
員
会
で
は
、
今
年
四
月

に
小
学
校
へ
入
学
す
る
お
子
さ
ん

の
名
簿
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

新
一
年
生
は
、
平
成
十
六
年
四

月
二
日
か
ら
平
成
十
七
年
四
月
一

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
お
子
さ
ん

で
、
四
十
六
名
の
児
童
が
町
内
各

小
学
校
に
入
学
す
る
予
定
で
す
。

　

入
学
通
知
書
は
、
一
月
末
ま
で

に
そ
れ
ぞ
れ
の
ご
家
庭
に
お
届
け

す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

希
望
に
満
ち
溢
れ
た
新
一
年
生

を
、
保
育
園
ご
と
の
写
真
と
住
所

順
に
ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

（　

）
は
保
護
者
名 

敬
称
略

滝　

瀬

　

石　

田　
　
　

望　

（
芳
一
）

　

牛
谷
内　

結　

衣　

（
一
志
）

　

工　

藤　

太　

一　

（
睦
仁
）

　

田　

中　
　
　

礼　

（
宏
和
）

　

坪　

田　

星　

那　

（
大
輔
）

　

畠　

山　

七　

海　

（
幸
浩
）

元　

町　

　

磯　

井　

珠　

莉　

（
雅
美
）

　

瀧　

澤　

七　

菜　

（
博
文
）

　

小　

松　

流　

歌　

（
宏
嘉
）

　

寺　

島　
　
　

愛　

（ 

努 

）

　

松　

崎　

紀　

子　

（
胤
彦
）

緑　

町

　

阿　

部　

凌　

也　

（
建
一
）

　

市　

山　

ひ
な
の　

（
祐
輔
）

　

扇　

谷　

陽　

菜　

（
雅
典
）

　

大　

鷲　

悠　

人　

（ 

元 

）

　

金　

谷　

海　

翔　

（
直
人
）

　

工　

藤　

颯　

大　

（
勝
仁
）

　

紺　

野　

修　

平　

（
裕
之
）

　

佐
々
木　

悠　

椰　

（ 

隆 
）

　

佐
々
木　

茉　

凛　

（
孝
一
）

　

笹　

木　

晃　

雅　

（
貴
也
）

　

能　

代　

は　

な　

（
淳
司
）

　

能　

代　

唯　

杏　

（ 

仁 

）

　

濱　

野　

新
一
朗　

（
徳
富
）

　

麓　
　
　

陽　

菜　

（
康
久
）

　

萬　

木　

乃　

愛　

（ 

譲 

）

　

萬　

木　

優　

空　

（ 

譲 

）

館　

浦

　

明　

石　

琢　

磨  

（
理
恵
子
）

　

石　

田　

颯　

弥　

（
貴
之
）

　

大　

川　

晃　

矢　

（
洋
伸
）

　

日　

沼　

一　

颯　

（
亮
子
）

　

平　

賀　

綺　

華　

（
敏
啓
）

　

藤　

崎　

結　

基　

（
伸
司
）

　

三　

上　

芳　

昴　

（
裕
士
）

　

吉　

田　

コ　

ウ　

（
由
紀
）

　

榿　

澤　

悠　

月　

（ 

純 

）

富　

岡

　

永　

渕　
　
　

碧　

（
稔
雄
）

鳥　

山

　

厚　

別　

立　

樹　

（
竜
平
）

栄　

浜

　

敦　

賀　

梨　

菜　

（ 

博 

）

　

敦　

賀　

琉　

生　

（
悠
輝
）

　

藤　

田　

晴　

斗　

（
弘
一
）

元　

和

　

細　

川　
　
　

凛　

（
深
佳
）

潮　

見

　

佐
々
木　

悠　

斗 

（
奈
津
美
）

花　

磯

　

須　

田　

華
留
菜　

（
寿
人
）

豊　

浜

　

板　

谷　

和　

奏　

（
浩
二
）

　

澤　

田　

理　

乃　

（
史
広
）

春
に
な
っ
た
ら
一
年
生
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昭和40
昭和50
昭和60
平成２
平成７
平成12
平成17
平成18
平成19
平成20
平成21
平成22

9,188
7,317
6,719
6,011
5,422
5,143
4,816
4,821
4,732
4,625
4,556
4,454

1,748
1,839
1,945
1,879
1,838
1,873
1,904
2,025
2,024
2,019
2,009
1,995

国勢調査結果による。
平成 18～22 年は住民基本台帳による人口世帯数

平成２
平成７
平成12
平成17
平成18
平成19
平成20
平成21
平成22

48 人
42
26
31
35
28
17
28
20

△ 3 人
△17
△24
△24
△25
△44
△46
△23
△42

51 人
59
50
55
60
72
63
51
62

203 人
226
193
134
150
145
130
132
106

323 人
285
228
187
169
207
190
152
190

△120 人
△ 59
△ 35
△ 53
△ 19
△ 62
△ 60
△ 20
△ 84

△123 人
△ 76
△ 59
△ 77
△ 44
△106
△106
△ 43
△126

住民基本台帳による。平成 22年は、11月末までの動態

95
94
70

43
43
40

5
11
11

107
94
55

60
56
43

23
16
11

8
9
2

132
134
89

473
457
321

平成 20、21 年は４月～翌年３月、平成 20年は11月末現在

平成20
平成21
平成22

412
301
98

4
3
2

14
14
14

40
32
0

16
18
8

95
46
50

94
80
301

11
6
3

686
500
476

平成 20、21 年は４月～翌年３月、平成 22 年は11月30日現在（すけとうだらは12月15日現在）

（平成22年11月末現在）

27.4 2.2 16.7 5.3 3.2 1.8

道路種別 実延長
改良 舗装

延長 率 延長 率

国　道 ㎞
14.6

㎞
14.6

％
100

㎞
14.6

％
100

道　道 19.3 15.3 79.3 15.3 79.3

年 実延長
改良 舗装

延長 率 延長 率

平成 19 ㎞
125.2

㎞
90.3

％
72.1

㎞
78.4

％
62.6

平成 20 125.4 90.4 72.1 78.5 62.6
平成 21 124.7 92.1 73.9 80.2 64.3
平成 22 124.7 92.1 73.9 80.2 64.3

町　道 平成22年９月30日現在

平成22年４月１日現在

平成20
平成21
平成22
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（平成22年12月17日現在）

消防費
1億5,564 万9千円
　　　　（4.3％）

27億6,948 万8千円
77.1％

18億 8,152 万9千円
52.4％

（収入・支出総額、収入・支出率は12月17日現在）

（平成22 年12月17日現在）

国民健康保険事業特別会計
老 人 保 健 特 別 会 計
後期高齢者医療特別会計
介 護 保 険 特 別 会 計
簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計
公共下水道事業特別会計
漁業集落排水事業特別会計
国民健康保険病院事業会計

613 , 657
985

48 , 575
763 , 701
174 , 854
214 , 482
50 , 940
566 , 029

2 , 433 , 223

7,592 万 7千円（67.9％）

1億1,19０万２千円

1億358 万円

9,966 万2千円

727万8千円

9,262 万７千円（89.4％）

690 万円（94.8％）

歳出総額
35億9,197万9千円
（100.0％）

その他
3億5,159万7千円
　　　 （10.0％）

民　生　費
7億4,491万7千円
（20.7％）

公債費
5億7,375 万5千円
（16.0％）

土木費
3億6,379万5千円
（10.1％）

総務費
4億5,397万9千円
（12.6％）

衛生費
2億9,234 万6千円
（8.1％）

農林水産業費
4億1,446万6千円

（11.5％）

教　育　費
　2億4,147万
　　　　      5千円
　　　　（6.7％）

財産収入
1億846万4千円
（3.0％）

道支出金
3億5,353万5千円
（9.8％）

国庫支出金
2億2,412万1千円
（6.2％）

町　債
4億4,181万8千円
（12.3％）

町　税
2億7,565万4千円
（7.7％）

地方交付税
17億9,304万9千円
（49.9％）

その他
3億9,533万8千円
（11.1％）

歳入総額
35億9,197万9千円
（100.0％）

6,828 万7千円（68.5％）
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　国や道が実施している漁港や道路の整備をはじめ、
農道、林道など産業基盤の整備、河川や海岸環境、治
山などの工事も各所で行われています。
　今年度実施された、国や道の主な事業を紹介します。

広域漁港整備事業（乙部漁港）

国・道の事業
平成22年度

項　　目 事　　業　　内　　容 事 業 費

生産基盤の
整 備

一般農道整備（過疎基幹）事業
　元和２期地区
　改良　　　　　　　L=140ｍ
　函渠工　　　　　　一式
　調査設計　   　　　一式

千円

52,596

生産の振興 中山間地域等直接支払交付金
対象農地面積　　　　A=85ha 4,265

漁港の整備

広域漁港整備事業（乙部漁港）
　－3.0m岸壁改良（上屋） L=96ｍ
　用地改良（舗装）　    A=648㎡
　測量試験費（工事監督・調査）一式
　（町負担金　13,600千円）

99,057

乙部漁港高度利用促進対策工事
　航路（浚渫） A=5,090㎡
　－4.0m航路　 V=4,300㎥

29,600

乙部漁港道単整備工事
　西護岸嵩上げ（H=1.0m）L=117.1m 9,870

元和漁港道単漁港整備工事
　航路・泊地（浚渫）　　  A=340㎡
　－3.5ｍ航路（－2.5ｍ暫定）V=310㎥

5,922

漁場の整備

広域漁場整備事業
　ヤリイカ産卵礁（乙部地先）
　　円形セピア  174 基  　A=10,650㎡
　魚礁（乙部地先）
　　3.0 ｍ円筒型魚礁　300 個
　　　　　　　　　　　A=6.315 空㎥

53,340

117,999

漁場施設整備事業
　乙部地区地先型増殖場
　　深浅測量・構造設計　　一式
　　着定基質設置（囲い礁嵩上）
　　　　　　　　　　　　　 A=3,582.5㎡

129,203

栽 培 漁 業
等 の 促 進

広域連携さけ・ます資源造成推進事業
　さくらます幼魚買上　　416千尾
（事業主体：北海道さけ・ます増殖事業協会）

8,320

地域づくり総合交付金（地域づくり推
進事業）
漁業振興設備等整備事業
　空気充填用コンプレッサー　１台
　潜水用ボンベ                　 14本
（事業主体：ひやま漁協）

4,264

項　　目 事　　業　　内　　容 事 業 費

国道の整備

国道229号線 556,290

道南乙部岳レーダー管理用道路補修工事　一式 42,000

一般国道229号乙部町豊浜災害防除
外一連工事　一式 114,450

一般国道229号乙部町鮪の岬ﾄﾝﾈﾙ補
修外一連工事　一式 77,910

一般国道229号乙部町外鳥山災害防
除用地測量外一連業務　一式 14,805

一般国道229号乙部町館浦災害防除
工事　一式 175,350

一般国道229号乙部町鳥山災害防除
外一連工事　一式 131,775

道道の整備

乙部港線交通安全事業
　本工事　　　　　L=382ｍ
　路盤工、舗装工、排水工　　一式
　補償物件調査外　　　　　　一式
　用地、物件補償　　　　　　一式

140,000

姫川河川区域調査委託　一式 6,405

乙部港線交安工事（地特）用地調査
委託（石標）一式　 7,455

乙部厚沢部線外舗装新設工事　一式 14,648

海岸環境

元和漁港海岸道単維持補修事業
　養浜整備　　　　　　  V=688㎥
　植栽工                         V=78㎥
　階段護岸、石張り護岸、浄化槽補修
　フェンス工、遊歩道修繕、漂着物除去　一式

3,859

治　　山

小規模治山工事（潮見地区）　　 一式 11,918

小規模治山工事（潮見地区２）　 一式 4,000

小規模治山工事（花磯地区）　    一式 17,630

小規模治山工事（館浦地区）　　 一式 3,810

小規模治山工事（鮪歌三ツ谷川）一式 39,230

予防治山工事（花磯地区）　　　 一式 33,000

保育工事（元町ほか）　　　　　 一式 1,167

小規模治山委託業務（潮見地区）一式 2,510

小規模治山委託業務（花磯地区）一式 2,499

予防治山委託業務（花磯地区）　 一式 2,856

合　　　　計 1,361,713
千円
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農・林・漁業振興関係（7 億 5,354 万円）

漁　業

◆森林整備加速化林業再生事業………… 17,577

　基幹作業道　L=1,267 ｍ
　間　伐
　　除間伐　A=9.16ha　枝打ち　A=9.16ha
　アクセス道 L=150 ｍ
◆民有林整備事業………………………… 38,150

　植栽、下刈、除間伐、枝打ち、作業路　
　町内一円
　　（事業主体：森林組合）
◆森林農地整備センター分収造林事業…… 300

　除伐　  　　A=4.25ha
◆ 21 世紀北の森づくり推進事業 ………  2,405

　植栽　A=13.33ha　町内一円
　　（事業主体：森林組合）

道路整備関係（2 億 78 万円）

町　道

◆姫川富岡線改良事業…………………61,000

　本工事　　　　L=308m

　路盤工、舗装工、排水工　一式

　補償物件調査外　　　　　一式

　用地、物件補償　　　　　一式

（単位：千円）

　産業の振興をはじめ、住みよい生活環境、医療、観
光の促進等を図るため、様々な工事を行いました。
　町が平成 22 年度に実施している事業で、主なものを
紹介します。

町の主な事業
平成22年度

林　業

◆乙部町産業振興奨励補助事業……………6,180

　ウニ深浅移殖事業
　　町内全域　412 千個
　　　（事業主体：ひやま漁協）
　　　（町補助金　2,922 千円）

◆森林環境保全整備事業……………………9,576

　栄野、三ツ谷、旭岱、富岡地区
　　人工造林　ヒバ   2,400 本　A=1.6ha
　　下刈　　A=8.0ha　　除間伐　A=7.4ha
　　枝打ち　A=7.4ha　　作業路　L=970m
◆公的森林整備………………………………1,166

　姫川、鳥山、元和、豊浜地区
　　下刈り　A=1.8ha　　　　
　　除間伐　A=5.28ha　枝打ち　A=0.84ha

◆里山エリア再生交付金事業…………108,076

　森林管理道

　鳥山栄野線開設事業

　　実施測量、用地測量調査　 L=554 ｍ

　　開設工事           　　L=430m  W=4.0m

　村山緑線開設事業　    

　　実施測量、用地測量調査　 L=1,000 ｍ

　　開設工事           　　L=463m  W=4.0m

◆森林居住環境整備事業………………31,708

　林業集落内防災安全施設整備（防火水槽）1 基

　排水施設整備　　　　　　　　　　　　2 ケ所

林　道

姫川富岡線改良事業
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そ　の　他（2億3,759万円）

温泉施設
◆館浦温泉貯湯槽新設工事………………  51,797
　貯湯槽・機械設備・電気設備　一式
◆館浦１号源泉揚湯設備解体工事　一式……2,520

◆管渠清掃……………………………………1,082　
　緑町２号線側溝清掃委託業務ほか　一式

◆公営住宅整備事業 ………………………27,949
　滝瀬第一団地解体工事　3 棟
　元町団地新築工事実施設計委託業務　一式
　元町団地事業用地購入  一式
◆公営住宅等長寿命化計画策定委託業務　一式…3,517

◆特定環境保全公共下水道事業 …………26,000
　汚水管新設（Φ 150）   

◆乙部地区簡易水道基幹的施設改良 ……50,700
　送水管・配水管改良  一式
◆乙部町統合簡易水道電気計装施設改良…28,080
　庁舎中央監視設備・配水池計装設備改良　一式
　実施設計　一式
◆元和・三ツ谷地区浄水場屋根防水改修工事 …4,148

◆豊浜地区集会施設整備 ………………140,407
　豊浜地区集会施設新築工事
　　建築主体・機械設備・電気設備　　　一式
　豊浜地区集会施設新築工事監理委託　　一式

◆国保病院医療機器等整備……………… 3,001　
　生体情報セントラルモニター外　一式　
◆医師住宅新築工事外　一式…………  46,935
◆患者用トイレ改修工事　一式………… 3,003

その他

観光・環境保全・生活施設・社会福祉・
保健・医療関係（3億8,914万円）

生活施設

保健・医療

◆街なみ環境整備……………………………16,604

　ポケッパーク（元町）、電柱美装化

　セットバック修景、修景助成　一式

　街　灯　７基

◆大岩林道補修工事……………………………2,783

◆来拝川地区魚つきの森整備工事……………2,835

◆緑町ほか用排水路補修工事…………………6,387

◆試験栽培選別施設等整備事業………………6,878

◆農業施設頭首工補修工事……………………2,415

◆大岩橋整備工事…………………………… 11,445

◆町道豊浜１号線維持補修工事ほか…………6,027

◆町道滝瀬公住団地２号線舗装補修工事ほか… 4,200

◆滝瀬地区街灯整備工事………………………1,145

◆ヘリポート区画線補修工事ほか……………1,680

◆町営住宅滝瀬第二団地外部改修工事…………13,766

◆町営住宅屋根葺替工事………………………2,006

◆緑町寿の家改修工事…………………………8,820

◆滝瀬寿の家改修工事…………………………9,398

◆旭岱寿の家屋根葺替工事……………………1,554

◆明和小学校外部建具改修工事………………1,565

◆乙部町公民館改修工事………………………5,639

◆給食センター外部改修工事…………………6,594

◆館浦地区観光案内施設改修工事……………6,000

◆町営温泉いこいの湯設備改修工事…………2,321

◆みさき保育園改修業務…… ………………… 998

◆森林整備事業……………………………… 48,052

◆公共土木施設災害復旧工事測量設計委託業務…4,599

◆ 274 号準用河川小川筋左岸麓地先河岸災害復旧工事…21,924

◆ 275 号準用河川小川筋左岸寺島地先護岸災害復旧工事…12,810

◆ 276 号準用河川小川筋左岸小笠原地先護岸災害復旧工事…7,875

◆ 277 号準用河川小川筋右岸近藤地先河岸災害復旧工事…8,484

◆ 278 号準用河川小茂内川筋左岸沢村地先河岸災害復旧工事…8,673

◆ 279 号準用河川小茂内川筋左岸寺内地先護岸災害復旧工事…4,116

完成間近な豊浜地区集会施設

環境保全

公共下水道

水道施設

社会福祉

きめ細かな臨時交付金

公共土木施設災害復旧事業
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平成 23 年度
　　の懸案事業

　町では、農業の基盤整備をはじめ漁港の整備、道路
の整備など懸案事業について、平成 23 年度での整備促
進を関係機関に要望してきました。
　しかしながら、国の行財政改革等に伴い、これら懸
案事業の促進についても厳しい状況にあり、今後とも
より一層の努力をしてまいりたいと考えています。
　町が来年度要望している開発関係事業の主なものに
ついて、第４次乙部町総合計画の基本目標のテーマご
とに整理しましたので紹介します。

基盤整備
　農業の振興を図るため、農道整備について要望

しました。

◆基盤整備促進事業

　　過疎基幹農道整備事業（元和２期地区）

　　　函渠工　　一式　　　路盤工　　L=99m

　　　舗装工　　L=733m

　適正な森林造成を計画的、効果的に推進し、総

合的な資源としての森林の有する多目的機能の発

揮と地域社会の発展を図るため、森林造成、森林

資源の整備について要望しました。

◆流域育成林整備事業

　富岡地区

　　人工造林、保育（下刈、除間伐、枝打）

　姫川、館浦、富岡、鳥山、三ツ谷、豊浜、栄野地区

　　人工造林、保育（下刈、除間伐、枝打）

　　作業路開設

　森林資源の開発及び林産物の合理的な生産を促

進し、森林経営の合理化を図るため、要望しました。

◆里山エリア再生交付金事業

　森林管理道

　　鳥山栄野線開設事業 

　　　開設（改良）工事　L=200m     W=4.0m

活力と創造性のある豊かなまちをめざして（産業）

造林事業

　村山緑線開設事業

　　開設（改良）工事　　L=500m     W=4.0m

　　実施測量、用地測量調査　   L=500m

　漁船の安全操業と高度利用を図るため、漁業生

産の基盤となる漁港等の整備促進について要望し

ました。

◆道単独漁港維持補修事業

　元和漁港　　　　航路浚渫

　沿岸漁場の有効利用を図り、漁場の保全と資源

の開発について要望しました。

◆水産基盤整備事業（広域漁場整備事業）

　ヤリイカ産卵礁（乙部地先）

　　円形セピア　　　 266 基　　A=1.64ha

　魚礁（乙部地先）

　　3.0 ｍ円筒型魚礁　364 個　　A=7,662.2 空㎥

漁港等の整備

林道等の整備 漁場等の整備

鳥山栄野線開設事業の森林管理道
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うるおいのある快適なまちをめざして（生活環境）
道　　道
　交通安全、防災対策及び地域振興を図るため、

道道の整備促進について要望しました。

◆道道の改良整備

　道道乙部港線

　　改良、用地補償外

　交通安全、防災対策及び地域振興を図るため、

町道の整備促進について要望しました。

◆町道の整備

　町道姫川富岡線

　　本工事・実測線・用地調査、用地補償外

　地域の環境保全を図るため、治山事業について

要望しました。

◆花磯地区予防治山（一式）

◆潮見地区小規模治山（一式）

◆元町ほか小規模治山（一式）

◆宮本の沢小規模治山（一式）

◆花磯地区小規模治山（一式）

◆鮪歌三ツ谷川地区小規模治山（一式）

　海岸環境を保全するための整備について要望し

ました。

◆漁港海岸道単独事業

　元和漁港海岸保全

　　元和漁港海岸維持補修

　生活様式の変化や産業活動の進展などで、需要量

の増加が見込まれる水の安定供給を図ります。

◆簡易水道再編推進事業

　乙部町統合簡易水道電気計装設備改良

　　浄水場設備、配水池計装設備　一式

　町民の生活様式の変化などに対応した居住水準の

向上や利便性の改善を図るため、町営住宅の建設を

計画的に推進します。

◆公営住宅等整備事業

　元町団地新築整備事業　　　　　２棟４戸

　元町団地外構・駐車場整備事業　一式

　ゆとりと潤いのある住宅地区の形成のため、地区

集会施設、住宅及び生活環境施設の整備等住環境の

整備改善を要望しました。

◆街なみ環境整備事業

　セットバック修景外

　修景事業助成

町　　道

治　　山

海岸環境

簡易水道

住宅の整備

街なみ整備

公営住宅等整備事業が行われる元町地区

改良整備事業が行われている道道乙部港線
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『第 27 回町民健康づくりの集い』が開催されます

　乙部町民健康づくり推進協議会主催による「第 27 回町民健康づくりの集い」が下記のとおり開催されます。
　当日は、健康づくり顕彰規程に基く健康優良者・実践者の表彰、平成 22 年度元気いっぱい夢いっぱいメニューコン
テスト入賞者の表彰に引き続き、札幌医科大学保健医療学部作業療法学講座 教授 池田望氏による『こころの健康は
みんなの願い』～うつ病を理解し、家族と共に、そして地域で支援していくために～と題しての講演や、体力づくり
のための健康体操、フラダンス教室を開催致します。
　また、昨年度に引き続き、道立江差病院のご協力による健康相談コーナーの開設及び骨密度・体脂肪測定（いずれ
も無料）、南檜山あゆみ共同作業所利用者のみなさんの手作り作品の展示・販売コーナーを開設します。
　町民のみなさま多数の参加をお待ちしております。

●日　　時：平成23年２月20日（日）12時30分～16時
●場　　所：乙部町民会館（乙部町字館浦４－１）
●日　　程：12時30分　～　受付開始
　13 時 00 分　～　開会式
　13 時 20 分　～　健康づくり顕彰：次の方が該当となります。	
　　　　　　　　　①健康マーク 30 回以上の方、健康遊歩道活用 500 回以上の方
　　　　　　　　　②健康・体力づくり実践者
　　　　　　　　　※①及び②に該当される方は各地区健康づくり推進部長または事務局（役場
　　　　　　　　　　町民課保健衛生係・電話 62-2311）までご連絡ください。（締切 1 月 13 日）
　　　　　　　　　③ 3 歳児健診で虫歯ゼロの幼児
　　　　　　　　　④平成 23 年度小学校入学児で虫歯ゼロの幼児
　　　　　　　　　⑤小学校 6 年生で虫歯ゼロの児童
　　　　　　　　　⑥中学校 3 年生で虫歯ゼロの生徒
　13 時 40 分　～　平成 22 年度元気いっぱい夢いっぱいメニューコンテスト入賞者
　　　　　　　　　表彰式
　14 時 00 分　～　講演　テーマ『こころの健康はみんなの願い』
　　　　　　　　　～うつ病を理解し、家族と共に、そして地域で支援していくために～
　　　　　　　　　講師：札幌医科大学保健医療学部　臨床作業療法学講座
　　　　　　　　　教授　池田　望　氏
　14 時 50 分　～　体力づくり実践教室
　　　　　　　　　①健康体操「飽きない健康運動の秘訣」
　　　　　　　　　　講師：フィットネススタジオジョイ指導員　佐々木則子　氏
　　　　　　　　　②フラダンス教室「フラで楽しく体を動かそう」
　　　　　　　　　　講師：ハイビスカス (aloalo) ハワイアン
　　　　　　　　　　フラダンス講師　川上ミチノ　氏
　12 時 30 分　～　各コーナー開設
　　　　　　　　　①道立江差病院健康相談コーナー
　　　　　　　　　　・医師、看護師、栄養士、薬剤師等による健康相談
　　　　　　　　　　・骨密度測定、体脂肪測定
　　　　　　　　　②ＮＰＯ法人南檜山あゆみ共同作業所手作り作品展示・販売
　　　　　　　　　　廃油を利用した石けん、牛乳パックハガキなど
　　　　　　　　　③自動血圧測定コーナー
　　　　　　　　　④子どもすくすく広場：託児を兼ねた遊びの広場を開設。
　15 時 55 分　～　閉会式
　●そ の 他：当日は送迎バスを運行致します。詳細は次月号広報折り込み予定のお知らせ号をご覧下さい。
　●問合せ先：乙部町民健康づくり推進協議会事務局 ( 役場町民課保健衛生係・電話 62-2311) まで
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の
皆
さ
ま
、
新
年
明
け
ま

し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と

と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　

日
頃
よ
り
、
本
町
の
教
育
振
興

に
対
し
ま
し
て
多
大
な
る
ご
支
援

と
ご
協
力
を
賜
り
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
今
の
教
育
を
取
り
巻

く
状
況
は
、
学
力
・
体
力
の
向
上

や
学
習
・
生
活
習
慣
の
確
立
が

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
今
年
四
月
か
ら
は
、
小
学
校

高
学
年
に
「
外
国
語
活
動
」
が
新

た
に
導
入
さ
れ
る
な
ど
、
学
習
指

導
要
領
が
改
訂
さ
れ
、
小
学
校
は

二
十
三
年
度
、
中
学
校
は
二
十
四

年
度
か
ら
の
完
全
実
施
に
向
け

て
、
学
習
指
導
の
改
善
充
実
を
図

り
、
よ
り
質
の
高
い
教
育
活
動
が

展
開
さ
れ
る
変
革
の
時
を
迎
え
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
教
育
の
担
い

手
で
あ
る
学
校
・
家
庭
・
地
域
社

会
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
強
く

認
識
し
、
そ
の
責
任
を
果
た
す
中

で
互
い
に
信
頼
関
係
を
築
き
、
三

者
が
協
働
し
て
子
ど
も
の
育
成
に

取
り
組
む
こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

当
町
の
学
校
教
育
に
お
き
ま
し

て
は
、
地
域
の
力
を
結
集
し
た
学

校
支
援
活
動
に
よ
る
漁
業
や
農
業

の
ふ
る
さ
と
体
験
学
習
を
は
じ

め
、
乳
幼
児
や
高
齢
者
と
の
ふ
れ

あ
い
交
流
や
各
校
で
の
朝
読
書
や

読
み
聞
か
せ
な
ど
の
読
書
活
動
を

通
し
て
、
子
ど
も
達
の
「
豊
か
な

心
・
た
く
ま
し
い
心
・
ふ
る
さ
と

乙
部
を
愛
す
る
心
」
を
育
む
教
育

を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。
今
年
も

一
層
の
推
進
を
図
る
た
め
、
学
校

は
運
営
に
関
し
て
保
護
者
や
地
域

住
民
に
責
任
を
果
た
す
観
点
か

ら
、
学
校
の
自
主
的
・
主
体
的
な

運
営
や
地
域
に
開
か
れ
た
学
校
の

教
育
活
動
に
さ
ら
に
取
り
組
み
、

そ
れ
を
支
援
す
る
体
制
の
整
備
に

努
め
て
参
り
ま
す
。

　

一
方
、
社
会
教
育
に
お
き
ま
し

て
は
、
町
民
の
皆
さ
ま
が
生
き
が

い
を
持
ち
、
心
豊
か
で
活
力
あ
る

生
活
を
送
る
た
め
、
生
涯
の
各
時

期
に
わ
た
り
、
い
つ
で
も
、
ど
こ

で
も
、
だ
れ
も
が
学
ぶ
こ
と
が
で

き
る
潤
い
あ
る
環
境
づ
く
り
を
推

進
し
、
気
軽
に
参
加
で
き
る
社
会

教
育
事
業
の
展
開
に
努
め
て
参
り

ま
す
。

　

こ
の
新
し
い
年
を
、
大
き
な
夢

と
希
望
を
も
て
る
安
全
・
安
心
で

豊
か
な
教
育
環
境
づ
く
り
に
努
め

る
と
と
も
に
、「
地
域
ぐ
る
み
の

教
育
の
推
進
」
を
合
言
葉
に
、「
ふ

る
さ
と
乙
部
を
拓
く
人
を
育
み
、

心
豊
か
で
た
く
ま
し
く
生
き
る
力

を
持
っ
た
人
」
の
育
成
に
向
け
、

職
員
一
丸
と
な
っ
て
各
種
事
業
の

推
進
に
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、

町
民
皆
さ
ま
の
変
ら
ぬ
ご
指
導
・

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
、
年
頭
に
あ
た
っ
て
の

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

十
一
月
二
十
九
日
、
栄
浜
小
学

校
に
お
い
て
収
穫
祭
が
開
催
さ

れ
、
児
童
の
ほ
か
保
護
者
や
地
元

老
人
ク
ラ
ブ
の
方
々
な
ど
約
六
十

名
が
集
ま
り
、
楽
し
い
ひ
と
時
を

過
ご
し
ま
し
た
。

　

栄
浜
小
学
校
で
は
、
坂
上
武
紀

氏
を
講
師
に
、
春
の
田
植
え
か
ら

秋
の
稲
刈
り
・
脱
穀
ま
で
の
農
業

体
験
学
習
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

収
穫
祭
で
は
、
自
分
た
ち
が
育
て

た
米
を
地
域
の
方
々
の
見
事
な
相

取
り
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
確
認
し
な

が
ら
つ
き
、
会
場
に
は
「
よ
い

し
ょ
！
」
と
元
気
な
掛
け
声
が
響

い
て
い
ま
し
た
。

　

同
日
、
姫
川
小
学
校
に
お
い
て

姫
川
地
区
子
ど
も
を
育
む
会
主
催

の
餅
つ
き
大
会
が
開
催
さ
れ
、
姫

川
・
明
和
小
学
校
児
童
の
ほ
か
地

域
の
方
約
百
二
十
名
が
集
ま
り
ま

し
た
。姫
川
と
明
和
小
学
校
で
は
、

姫
川
の
農
業
体
験
と
明
和
の
漁
業

体
験
に
互
い
に
参
加
す
る
こ
と
で

学
校
間
交
流
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

会
食
後
は
児
童
に
よ
る
太
鼓
演

奏
が
披
露
さ
れ
、
会
場
は
盛
り
上

が
り
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。
最
後

に
は
「
今
ま
で
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。」
と
、
農
業
体
験
学

習
の
講
師
で
あ
る
荒
木
良
晴
氏
に

感
謝
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
だ
よ
り

　

明
る
く
元
気
で
豊
か
な
ふ
る
さ
と
づ
く
り

第２５０号
社 会 教 育

よ
い
し
ょ
！
ペ
ッ
タ
ン

　

栄
浜
・
姫
川
小
学
校
で
餅
つ
き
大
会

頑張ってもちをつく児童（栄浜）

会食後の太鼓演舞披露（姫川）
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十
一
月
二
十
二
日
に
乙
部
小
学

校
を
会
場
に
、
家
庭
教
育
出
前
講

座
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
講

座
は
家
庭
の
教
育
力
を
高
め
る
こ

と
を
目
的
と
し
「
親
子
の
ふ
れ
あ

い
」を
テ
ー
マ
に
開
催
し
、当
日
は
、

社
会
教
育
副
委
員
長
の
中
村
彰
氏

を
講
師
に
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
ほ
か
児
童

等
五
十
八
名
が
集
ま
り
ま
し
た
。

講
話
で
は
、
親
と
し
て
子
ど
も
を

受
け
入
れ
、
安
心
さ
せ
る
こ
と
が

大
切
だ
と
教
わ
り
、
そ
の
後
の
創

作
で
は
親
子
で
絵
手
紙
作
り
に
挑

戦
し
ま
し
た
。
パ
ソ
コ
ン
や
電
子

メ
ー
ル
等
の
普
及
で
手
書
き
の
需

要
が
薄
れ
る
中
、
書
い
た
人
の
心

情
と
温
か
み
が
伝
わ
る
味
の
あ
る

絵
手
紙
が
完
成
し
ま
し
た
。
講
座

を
通
し
て
、
親
と
子
が
一
緒
に
一

つ
の
こ
と
に
関
わ
る
時
間
を
過
ご

し
、
親
子
の
絆
が
強
ま
る
一
日
と

な
り
ま
し
た
。

る
力
を
育
て
る
読
書
」
の
講
演
を

聞
い
た
後
、
読
書
活
動
の
推
進
に

つ
い
て
、
各
町
の
課
題
と
そ
の
対

策
に
つ
い
て
活
発
な
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
各
グ

ル
ー
プ
か
ら
「
図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
活
動
が
進
ん
で
お
り
、
図
書

館
や
学
校
図
書
室
の
整
備
に
計
画

的
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
」
な

ど
と
発
表
が
あ
り
、
こ
れ
か
ら
も

生
涯
学
習
社
会
を
推
進
す
る
た
め

に
各
町
で
連
携
を
図
り
認
識
を
共

有
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

【
ス
キ
ー
場
オ
ー
プ
ン
】

　

■
一
月
四
日　

十
時

　
　

※
積
雪
状
況
に
よ
り
変
更
有

【
少
年
少
女
カ
ル
タ
大
会
】

　

■
一
月
九
日　

十
三
時

　
　

 

町
民
会
館
大
ホ
ー
ル

【
冬
休
み
ス
キ
ー
教
室
】

　

■
一
月
十
一
日
～

　
　

十
三
時
三
十
分
～
十
五
時

　
　

町
民
ス
キ
ー
場

【
シ
バ
レ
ふ
れ
あ
い
富
岡
】

　

■
一
月
二
十
三
日　

十
時

　
　

町
民
ス
キ
ー
場

【
手
づ
く
り
ギ
ョ
ウ
ザ
教
室
】

　

■
一
月
三
十
日　

九
時

　
　

町
民
会
館

親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に

　

～
乙
部
町
家
庭
教
育
出
前
講
座
～

　

十
一
月
二
十
日
に
町
民
会
館
に

お
い
て
檜
山
管
内
社
会
教
育
委
員

研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
管
内
各
町

か
ら
約
四
十
名
の
社
会
教
育
委
員

等
が
集
ま
り
、
生
涯
学
習
社
会
の

推
進
に
向
け
て
、
社
会
教
育
委
員

の
役
割
や
具
体
的
な
取
り
組
み
に

つ
い
て
の
研
修
を
深
め
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
東
北
福
祉
大
学
の
高

梨
富
佐
氏
を
講
師
に
招
き
「
生
き

自慢の絵手紙に親子で熱中

生
涯
学
習
社
会
の
推
進
に
向
け
て

　

～
檜
山
管
内
社
会
教
育
委
員
研
修
会
～

グループワークの様子

～ 図 書 室 の 新 刊 オ ス ス メ 紹 介 ～
【一般向け】　　　
　●弧舟（渡辺淳一）●月風（大山夏輝）●うまれる（豪田トモ）
　●保育に役立つ遊びのネタブック【自由現代社】
　●毎日おうちごはん【日本テレビ放送】
【児童向け】
　●うらめしやゆうれい（苅田　澄子）
　●おめでとうのももんちゃん（とよたかずひこ）

※他、たくさんの新刊を用意しております。お気軽にご来室下さい。

一
月
の
社
会
教
育
行
事

町民スキー場
1月４日オープン !!

冬期間の健康づくりにご利用ください。
□リフト運行時間（積雪状況により変更があります）
　土日祝日・学校休業中　10 時～ 21 時
　平　　日　　　　　　　15 時～ 21 時
※ 12 時～ 13 時・17 時～ 18 時はリフト運休
　 Tel  0139-62-3214
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お父さん＝

　　　　　西村　直樹さん

お母さん＝

　　　　　　　　美保子さん

わたしは

　１歳８ヶ月の女の子です

名前の由来＝

かわいい名前にしたくて、姉

がつけました。

両親の願い＝

人にやさしくできるような子

になってほしいです。
西村　柚ちゃん

（緑　町）
菊池　沙奈ちゃん

（元　町）

わが家のアイドル

ゆず さ　 な

お父さん＝

　　　　　菊池　亮太さん

お母さん＝

　　　　　　　　昌子さん

わたしは

　1 歳９ヶ月の女の子です

名前の由来＝

名前の響きと呼びやすさ、画

数を考えて決めました。

両親の願い＝

兄弟仲良く、思いやりのある

子に育って欲しいです。

新年も健康ですごすために　健診を受けましょう！
●乳がん検診・子宮がん検診●
　今年度から、道立江差病院や函館市内の医療機関で乳がん・子宮がん検診を受診できるようになりました。是非ご利用ください。
　対象・料金／子宮がん検診　20 歳以上　　1,200 円
　乳がん検診　　40 歳～ 50 歳未満　3,500 円　　50 歳以上  3,000 円
★女性特有のがん検診（検診無料クーポン対象者の方へ）★
　6 月に 41 歳～ 61 歳までの節目年齢の対象者の方へ乳がん・子宮がん検診『無料クーポン』を配布しています。クーポンの期
限は 1 月末までとなっています！お忘れなくお役立てください。

■特定健診・がん検診（胃・肺・大腸・前立腺）・エキノコックス症検査・肝炎検査■
　　集団検診：1月18日（火）姫川ふれあいセンター　／　1月19日（水）元和交遊館
　　国保病院：毎週火～金曜日に実施しています。　　　

※料金や受付け時間等、詳しくは広報おとべ 12 月号をご覧ください
＜申込み・お問合せ～役場保健衛生係（電話62-2311）＞

こんにちは　食改善です

ピーマンとじゃこの当座煮簡単！ピー
マンの

苦味が気に
ならない！

～材料（２人分）～
ピーマン　　２個　　　　
ちりめんじゃこ　　大さじ１
赤唐辛子　　少量　　
サラダ油　　小さじ１
砂糖　　　　小さじ２/ ３
しょうゆ　　小さじ１と１/ ３
だし　　　　大さじ２と２/ ３

●作り方●
１、ピーマンは種を除き、乱切りにする。
２、ちりめんじゃこは熱湯をかける。
３、赤唐辛子は種を除き、小口切りにする。
４、鍋にサラダ油を熱し、ピーマン、赤唐辛子、ちりめんじゃこの順に入れて
　いため合わせ、しんなりしたらだしと調味料を加え汁気がなくなるまで煮る。

　今年度も 65 歳以上の方を対象にした健康料理教室「つくって食べよう会」を実施しています。今回
はその中で、好評を得ている“ピーマンとじゃこの当座煮”のご紹介です。

1 月 30 日（日）に当委員会と公民館主催の『皮から手作りぎょうざ教室』を開催します。
詳しくは、今月号チラシをご覧ください！

ピーマン 1 個で、レモン１個分に相当するビタミンＣを持っています！　しかも、ビタ
ミンＣの吸収を助けてくれるビタミンＰも含んでおり、加熱調理しても減少しにくいと
いう特徴も持っています！　理想的なビタミンＣ源としておすすめです。
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☆ナビダイヤルとは？	 	
　　　固定電話からご利用いただいた場合、日本全国どこの地域からかけても市内通話料金でつながる回線です。		
　　　海外からはご利用いただけません。		
　★０３－６７００－１１６５・０３－６７００－１１４４は通話料全額お客様のご負担となります。		
		
　　　インターネットを利用する場合はこちら！（日本年金機構ホームページ）　http://www.nenkin.go.jp	
		
　◎平成 23 年１月から３月の函館年金事務所の出張年金相談の開催日程は下記のとおりとなっております。		
	 ○開催場所　　　江差町役場	
	 ○開催日時　　　1 月 20 日（木）・２月 17 日（木）・３月 17 日（木）	
		  　 　 　１０：００～１２：００　　１３：００～１６：００
	 ※出張年金相談は予約制となっておりますので、函館年金事務所（℡ 0138-82-8002）	 へご予約お願いいたします。

　函館年金事務所では電話による年金相談もお受けしておりますが、電話での問い合わせが非常に多く、せっかくお電話をい
ただいてもつながりにくい状況にあります。
　そのため日本年金機構では年金相談専用の電話相談センターを開設してお客様のお問い合わせにお答えしております。
　ぜひご利用ください。

◎ 一般的な年金相談に関するお問い合わせ

ねんきんダイヤル ( ☆ナビダイヤルです）　０ ５ ７ ０ － ０ ５ － １ １ ６ ５
　受付時間　月曜日～金曜日　　８：３０～１７：１５
　　　　　　第２土曜日　　　　９：３０～１６：００
　　※　月曜日（月曜日が休日の場合は明けの初日）は１９：００まで受付時間を延長
　　※　第２土曜日以外の土曜日・日曜日・祝祭日・12 月 29 日から１月３日はご利用いただけません。
　　※　ＩＰ電話・ＰＨＳ等からかけて上記電話番号につながらない場合は
　　　　　　　★ ０３－６７００－１１６５ をご利用ください。

◎ ｢ねんきん定期便｣　｢厚生年金加入記録のお知らせ｣ に関するお問い合わせ

　ねんきん定期便ダイヤル ( ☆ナビダイヤルです）　　０ ５ ７ ０ － ０ ５ ８ － ５ ５ ５
　　受付時間　月曜日～金曜日　　９：００～２０：００
　　　　　　　第２土曜日　　　　９：００～１７：００
　　※　第２土曜日以外の土曜日・日曜日・祝祭日・12 月 29 日から１月３日はご利用いただけません。
　　※　こちらでは ｢ねんきん特別便｣ に関するお問い合わせもお受けいたします。
　　※　ＩＰ電話・ＰＨＳ等からかけて上記電話番号につながらない場合は
　　　　　　　★ ０３－６７００－１１４４ をご利用ください。

ねんきんの窓

年金相談について

　12 月１日付けで民生委員の改選が行われましたのでご紹介します。

●●●　民　生　委　員　ご　紹　介 ●●●

乙 部 町 民 生 児 童 委 員 名 簿
住　所 氏　名 担当地区 備　考 住　所 氏　名 担当地区 備　考
滝  瀬 橋本　紀夫 滝　瀬 姫  川 小田　花江 千岱野・富岡
元  町 松谷ノリ子 元町１ 鳥  山 庄司　貞子 鳥　山
元  町 松本　信成 元町２ 栄  浜 工藤　美代 栄　浜
緑  町 田中　　実 緑町１ 元  和 根元　健治 元　和 会　長
緑  町 米田百合子 緑町１ 三ツ谷 阿部美智子 三ツ谷・潮見
緑  町 福士　好子 緑町２ 花  磯 阿部　修一 花　磯
館  浦 金澤　文子 館　浦 花  磯 生田　宜子 豊　浜
姫  川 萬木　弘光 姫　川 緑  町 鈴木千代子 主任児童委員
旭  岱 杉田　秀昭 旭　岱 副会長 館  浦 小川さえ子 主任児童委員
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乙 部 町 内 の
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冬
期
間
の
交
通
確
保
は
、
産
業
活

動
と
地
域
住
民
の
生
活
を
支
え
る
重

要
な
施
策
で
す
。
町
内
の
道
路
除
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は
、
国
道
（
２
２
９
号
線
）、
道
道  

（
乙
部
厚
沢
部
線
、
乙
部
港
線
、
旭

岱
鳥
山
線
）、
町
道
の
そ
れ
ぞ
れ
の 

管
理
者
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

町
道
は
、
主
要
幹
線
道
路
や
生
活

道
路
を
優
先
的
に
、
す
み
や
か
に
除

雪
作
業
を
行
い
、
安
全
な
通
行
が
で

き
る
よ
う
町
内
を
５
地
域
に
区
分

し
、
除
雪
計
画
を
立
て
て
い
ま
す
。

　

除
雪
範
囲
が
広
い
た
め
、
多
少
時

間
が
遅
く
な
る
地
域
も
あ
り
ま
す

が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。　
　

ま
た
、
夜
間
の
除
雪
は
、
通
常
行
い

ま
せ
ん
の
で
夜
間
走
行
す
る
場
合
は

慎
重
に
運
転
願
い
ま
す
。

　

町
道
の
除
雪
地
域
区
分
、
連
絡
先

は
次
の
と
お
り
で
す
。

除雪の支障となりますので路上駐車はやめてください

除雪地域の区分、連絡先
１．滝瀬・元町・緑町・館浦･･･････････林組（☎６２－２１３１）
　　緑町・館浦（歩道）･･･････乙部振興公社（☎６２－２３９１）
２．姫川・旭岱･･･････････････････････林組
３．千岱野・富岡･･･････林組、乙部振興公社
４．鳥山・栄浜・元和（可笑内を除く）
　　　　　　　　　･･･････････････大坂建設（☎６２－２９３６）
５．元和（可笑内）・三ツ谷・潮見・花磯・豊浜
　　　　　　　　　･･･････････････明石建設（☎６３－２５６８）

　※詳しいことについては、役場建設課までお問い合わせ下さい。

国道・道道の除雪に関することは下記におたずねください。
　　国道　北海道開発局函館開発建設部江差道路事務所（℡ 0139-52-0107）
　　道道　北海道函館建設管理部江差出張所　　　　　 （℡ 0139-52-6531））

ご協力をお願いします
◆家のまわりの雪を道路に出すことは、
　路面状況が悪化し、事故の原因にもな
　りますので、絶対にやめましょう。
◆道路を広く除雪できるよう車の路上駐
　車はやめてください。
◆みんなで歩道の除雪に協力し、道路を
　広く使えるようにしてください。
◆歩道への車両等乗り入れのため縁石の
　前面に木材や三角形の金物をおいてあ
　るのが見受けられますが、除雪機械の
　故障あるいは事故の原因になりますの
　で、歩道外へ撤去してください。
◆歩道上にゴミ箱等が置かれていますと、
　歩道除雪の支障になりますので、移動
　してください。

平成22年度町道除雪計画概要図（地域別）

◆市街地の排雪地として国道姫川橋上流
　右岸姫川堤防敷地を指定しましたので
　ご利用下さい。

排 雪 場 所 の 指 定
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1 

月

1月のカレンダー
日 曜 行　　　　　　　　事 時　　　　　間 場　　　　　所 〈お達者ぴんしゃん教室〉

対象／ 65 歳以上の方
内容／イスに座りながらの体操等
講師／理学療法士　小林道夫先生　他
　　　※バス送迎します。ご希望の方は前日
　　　　までに乙部町地域包括支援センター
　　　　（電話 62-5845）へご連絡ください。

〈リハビリ特診〉
対象／一般町民
内容／理学療法士による機能訓練指導
問合せ／乙部町国保病院（電話 62-2331）

〈めじゃーリーグ〉
対象／メタボ解消・予防に興味のある方
内容／身体測定、運動講座、栄養講座
申込先／役場町民課保健衛生係
　　　　（電話 62-2311）

〈特定健診・がん検診・各種検査〉
内容／特定健診・がん検診（胃・肺・大腸・
前立腺）・エキノコックス症検査・肝炎ウイル
ス検査※事前に申込が必要
申込先／役場町民課保健衛生係
　　　　（電話 62-2311）

〈健康相談〉
対象／一般町民
内容／血圧測定、健康、育児についての相談

〈三種混合予防接種〉
対象／ 3 か月～ 7 歳 6 か月未満のお子さん

〈１歳６か月児・３歳児健診〉
対象／ 1 歳 6 か月・3 歳のお子さん

〈ぴよぴよ広場〉
対象／ 0 歳～ 1 歳 6 か月のお子さんと親
内容／親子遊び・交流

〈ひよこサークル〉
対象／ 1 歳６か月からのお子さんと親
内容／節分ごっこ、太巻きづくり
申込／１月２４日（月）までに役場町民課保
　　　健衛生係（電話 62-2311）へお申込く
　　　ださい。

〈こころの健康相談〉
内容／対人関係、アルコール問題、ストレス
　　　不登校、認知症などの相談
　　　※ 20 日午前中までにお申し込みくだ
　　　さい。
申し込み先／檜山振興局保健環境部保健福祉
　　　　　室（江差保健所）（電話 52-1053）

〈皮から手作りぎょうざ教室〉
対象／町内在住の小中学生と親、一般の方
内容／皮から手作りぎょうざづくり！
講師／鶉温泉彩風塘代表取締役
　　　　　　　　　　　　宮川　朝広氏
申込／１月 25 日（火）までにお電話にてお
　　　申込ください
申込先／役場保健衛生係　電話 62-2311
　　　　公民館　電話 62-3311　　　　　

１ 土 ( 休日当番医　上ノ国診療所 )
２ 日 ( 休日当番医　道立江差病院 )
３ 月 ( 休日当番医　半澤医院 )
４ 火
５ 水

６ 木
役場仕事始め
お達者ぴんしゃん教室 午前10時～11時30分 ケアセンターおとべ
リハビリ特診 午後1時30分～3時 国保病院

７ 金
８ 土
９ 日 ( 休日当番医　道立江差病院 )
10 月 ( 休日当番医　乙部町国保病院 )
11 火

12 水
ぴよぴよ広場 午前10時～11時30分 町民体育館幼児室
めじゃーリーグ（通年コース） 午前10時～正午 町民体育館
めじゃーリーグ（ナイターコース） 午後6時30分～午後8時30分 町民会館

13 木 赤ちゃん健診・相談 午後1時～1時15分受付 ケアセンターおとべ
14 金
15 土
16 日 ( 休日当番医　厚沢部町国保病院 )
17 月 健康相談 正午～午後1時 千岱野研修会館
18 火 特定健診・がん検診・各種検査 午前６時～午前９時受付 姫川ふれあいセンター
19 水 特定健診・がん検診・各種検査 午前６時～午前９時受付 元和交遊館

20 木
お達者ぴんしゃん教室 午前10時～11時30分 ケアセンターおとべ
三種混合予防接種 午後1時～1時30分受付 国保病院
リハビリ特診 午後1時30分～3時 国保病院

21 金 ミニひよこサークル 午前10時～11時30分 町民体育館

22 土
南部檜山清掃センターは機械点検整備の為休業となります。
すくすく広場 午前9時30分～11時 つくし保育園

23 日 ( 休日当番医　道立江差病院 )
24 月

25 火
こころの健康相談 午後3時～4時 檜山振興局保健環境部保

健福祉室（江差保健所）
健康相談 午後1時30分～2時20分 ゆりの里活性化センター
めじゃーリーグ（ナイターコース） 午後6時30分～午後8時30分 町民会館

26 水 ひよこサークル 午前10時～午後１時 緑町寿の家
27 木 1 歳 6 か月児・3 歳児健診 午後1時～午後1時30分受付 生きがい交流センター

28 金 健康相談 午前9時～9時30分 三ツ谷愛郷会館
午前9時40分～10時10分 三ツ谷研修会館

29 土

30 日
( 休日当番医　佐々木病院 )
皮から手作りぎょうざ教室 午後1時30分～3時30分 町民会館

31 月

〈備考〉　　○都合により変更することがありますが、あらかじめご了承ください。
　　　　　○未定行事については後日、広報等でお知らせいたします。
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お 知 ら せ

運
転
免
許
証
の
更
新

お
済
み
で
す
か

　

一
月
の
運
転
免
許
更
新
時
講
習

の
日
程
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
1
月
６
日
（
木
）

江
差
町
文
化
会
館 

小
ホ
ー
ル

優
良
運
転
者
講
習 

午
後
１
時

違
反
運
転
者
講
習 

午
後
１
時
45
分

▽
1
月
18
日
（
火
）

江
差
町
文
化
会
館 

小
ホ
ー
ル

優
良
運
転
者
講
習 

午
後
１
時

一
般
運
転
者
講
習 

午
後
１
時
45
分

初
回
運
転
者
講
習 

午
後
３
時

　林野庁北海道森林管理局では、国民の皆様に国有林の役割や現
状についてご理解いただくとともに、国有林野の管理経営に国民
の皆様の声を反映させていくことを目的に、平成２３年度の国有
林モニターを募集しております。
　詳しいことは北海道森林管理局のホームページをご覧ください。

http://www.rinya.maff.go.jp/hokkaido/koho/press/

国有林モニターの募集について

NHK学園平成 23 年度生徒募集中！

北海道苦情審査委員制度のお知らせ
知ってますか？　道の「苦情審査委員制度」

○皆さんに代わって、「苦情審査委員」が中立的な立場で、道の機
　関に対し、必要な調査等を行います。
○審査の結果、道の業務に不備な点や制度に問題があるときは、　
　道の機関に是正や完全を求めます。
○皆さん自身の利害に係わる苦情であれば、「苦情審査委員」に申
　立てができます。
①苦情申立書は、道庁『道政相談センター』又は各総合振興局『道
　政相談室』に用意しています。
②申立書はホームページからでもダウンロードできます。
　道トップページの相談窓口→道政一般からどうぞ。
③申立ては、郵送、ファックス、メールで。
④お問い合わせ先
　北海道総合政策部知事室道政相談センター
　〒 060-8588　札幌市中央区北３条西６丁目
　代表 ０１１－２３１－４１１１ 内線 ２１－７０７

　函館地方法務局においては、平成 23 年 2 月 7 日（月）から、コ
ンピュータによる登記事項証明書発行等の事務を除き、商業・法人
登記事務についてはすべて本局登記部門において取り扱うこととし
ております。
　なお、これに関し、オンラインによる取扱いは下記のとおりとな
りますので、お知らせします。

記
１　オンラインによる商業・法人登記申請について
　　事務取扱い庁変更前の最終業務日である 2 月 4 日（金）午後 5
　時 15 分までに処理が完了できなかった申請につきましては、シ
　ステムの都合上、「却下」の通知を送信させていただきます。
　　なお、実際の登記申請につきましては、引き続き本局登記部門
　で処理いたします。
２　オンラインによる登記事項証明書等の送付請求について
　　2 月 4 日（金）に登記事項証明書等の作成ができなかったもの
　については、2 月 7 日（月）以降に本局登記部門から送付するこ
　とになります。

お問い合わせ　函館地方法務局登記部門（℡０１３８－２３－９５３０）

商業・法人登記事務取扱庁変更に伴うお知らせ

「第２回新規高卒者就職面接会 in 函館」のお知らせ
　平成 23 年３月新規高等学校卒業予定者を対象とした就職
面接会を開催します。
　一人でも多くの生徒が就職内定を得られるよう、事業主の
皆さまの参加をお待ちしております。

　日時　２月７日（月）午後１時～午後４時
　場所　ロワジールホテル函館３階
　内容　平成 23 年３月新規高等学校卒業予定者で就職先が
　　　　内定していない生徒と企業の就職面接会
　問い合わせ先
　　　　　ハローワーク函館　函館公共職業安定所
　　　　　企画調整部門まで
　　　　　℡ ０１３８－２６－０７３５

　NHK 学園では、通信制の高等学校「４月生普通科」および専攻
科社会福祉コース「コミュニティ・ボランティア専攻」の生徒を
募集しています。まずは、無料の案内書をご請求ください。
　■募集内容：
　　高等学校　４月生普通科　（３年制）
　　高等学校　専攻科社会福祉コース　コミュニティ・ボランティア専攻
　■出願期間：
　　４月生普通科	 2011 年 2 月 1 日～ 4 月 20 日（必着）
　　コミュニティ・ボランティア専攻　2011 年 2 月 1 日～ 3 月 22 日（必着）
　■問い合わせ先：
　　NHK 学園　℡　042-572-3151（代表）
　　案内書請求フリーダイヤル　0120-06-8881

〒 186-8001　東京都国立市富士見台 2-36-2
TEL：042-572-3151（代）　FAX：042-574-1006
ホームページ：http://www.n-gaku.jp

名　　称

広域通信・単位制
高等学校 4 月生普通科

高等学校 専攻科社会福祉
コース
コミュニティ・ボランティ
ア専攻

概　　要

全国どこからでも入学可
能。NHK のテレビ・ラジ
オの放送を利用した特色
のある教育課程で、3 年
間で高校卒業資格を取得
できます。登校は月に１
～２回

全国どこからでも入学可
能。誰もが住みやすい地域
社会をつくるために、多様
な生活課題に対して幅広い
知識を持ち、自ら主体的に
適切な支援ができコミュニ
ティ・ボランティアの育成
をめざします。

履修年数 ３年（ただし、転編入あり）6 ヶ月～２年

募集対象

中学校を卒業した方、ま
たは 2011 年 3 月に卒業
見込みの方。高等学校中
退者他。

高等学校卒業以上、または同
等かそれ以上の学力のある
方。平成 22 年度高等学校卒
業見込みの方。ただし、「教
養生」は必要ありません。

申込方法

ご請求により入学案内書
と願書をお届け。出願受
付順に書類選考と面接を
行います。

ご請求により入学案内書と
願書をお届け。出願書類に
より入学手続きを行いま
す。

願書受付
期　　間

2011 年 2 月 1 日～ 4 月
20 日（必着）

2011 年 2 月 1 日 ～ 3 月
22 日（必着）



〔27〕

外来診療体制
1 月の診療予定です

受けてますか？
 肺炎球菌ワクチン予防接種
　70 歳以上の肺炎の原因で多いのが肺炎球菌によるものです。
それを予防するワクチンが肺炎球菌ワクチンです。「肺炎に
なっても軽症ですむ。」「抗生物質が効きやすい。」などの効果
もあります。高齢の慢性肺炎患者にインフルエンザと肺炎ワ
クチンの両方を接種すると入院を 6 割、死亡を 8 割減らすこ
とが出来るという報告もあります。主に高齢者が接種の対象
で、65 才以上の方、65 才未満でも心臓病  や糖尿病、肺気腫
などの病気のある方はワクチンの受けられることをお勧めし
ます。なお、5 年以内にワクチン接種をされた方は対象外です。
まず主治医に相談してみましょう。　
　金額は一般の方が、4961円です。小児（生後2ヶ月～9歳以下）
は、7450 円です。
　なお、他の不活化ワクチンを受けた方は、6 日以上間隔をあ
けてしましょう。

循 環 器 内 科 午前　月～金曜日
午後　月・金曜日

消 化 器 内 科 午前　月～金曜日
午後　火・水曜日

呼 吸 器 内 科 午前　金曜日
午後　木曜日

外 科 午前　月～金曜日
整 形 外 科 午前　月～金曜日
小 児 科 午前　月～金曜日

泌 尿 器 科 午前　月～金曜日
午後　水曜日

神 経 精 神 科 午前　月～金曜日
午後　月曜日

産 婦 人 科 午前　月～金曜日

耳 鼻 咽 喉 科 午前　12日、13日、26日、27日
午後　12日、26日

眼 　 　 　 科 午前　木曜日
午後　５日、19日、26日

皮 　 膚 　 科 午前　火曜日
神 経 内 科 14日

●看護職員募集のお知らせ：看護職員を募集しております　電話52-0036（内線202）藍
あいば

葉
●診療科によっては、曜日によって担当医が変わりますので、御確認下さい。

道 立 江 差 病 院 か ら お 知 ら せ

午前･･･ 8時00分～11時30分 
　　　 （初診の方は、9時00分～）                   
　　　  午後･･･13時00分～14時30分

受 付 時 間

診療日は予定であり変更になる場合もあります。
事前に病院にご確認の上、受診してください。

平成 22 年度　小学生～高校生の
ための海外派遣事業　参加者募集
　文部科学省所管の財団法人・国際青少年研修協会では、春休みに
青少年を対象に国際交流事業を実施いたします。
　体験を通じて、お互いの理解や交流を深め、国際性を養うことを
目的に実施します。
○『春休み海外派遣事業』平成２３年３月25日～４月４日の内　10日間
内　容：ホームステイ・学校体験・英語研修・野外活動・ボランティア体験・
　　　　文化交流・地域見学等【参加コースにより活動内容が異なります】
派遣先：アメリカ・イギリス・オーストラリア・カナダ・ニュージーランド・
　　　　フィジー・カンボジア 
対　象：小学校２年生～高校３年生
参加費：29.5 万円～ 39.8 万円（予定）　※共通経費 3 万円は別途
締　切：平成 23 年 2 月 4 日（金）　申込先着順
説明会：全国 13 ヶ所にて開催（予約不要・入場無料）
　　　　（札幌会場：1 月 23 日 13:30 ～ 札幌市民ホール）
【詳細・問合せ・資料請求】
　　　　文部科学省所管　財団法人　国際青少年研修協会
　　　　住　所　〒 108-0073　東京都港区三田 5-7-8-921
　　　　電　話　03（6459）4661
　　　　FAX　03（6459）4633
　　　　E-mail  info@kskk.or.jp
　　　　URL  http://www.kskk.or.jp

南部桧山衛生処理組合からのお知らせ
『使用済みパソコンはリサイクルを !!』
　家庭から廃棄されるパソコンやモニターは、平成 15 年 10 月から、
資源有効利用促進法に基づき、メーカーなどによる自主回収・再資源
化（リサイクル）が行われています。
　皆さまのご家庭でパソコンやモニターを廃棄される場合は、メーカー
などの回収窓口に連絡し、適切に処分されるようお願いします。
◎回収窓口のお問い合わせ先
　◆一般社団法人パソコン３R 推進協会（電話 03-5282-7685）
　　インターネット環境の方は推進協会のホームページからも確認で
　　きます。（URL　http://www.pc3r.jp）
※平成 15 年 10 月以降に販売された製品には「PC リサイクルマーク」
　が張られています。（販売時の代金に再資源化料金が含まれているの
　で、あらためて料金を払う必要はありません。）
※平成 15 年９月までに購入された製品は、別途、回収再資源化料金の
　負担が必要となりますので、ご確認ください。
※回収するメーカーがないパソコン等（倒産・事業撤退したメーカー
　の製品、自作パソコン）も推進協会が有償で回収しますので、推進
　協会にお問い合わせください。
※家庭から廃棄されるパソコン等が対象です。事業所等で使用してい
　たものは対象外ですのでご注意ください。
◎国内の限りある資源を有効利用するために、パソコンのリサイクル
　にご協力ください！

＊ノロウィルス情報
　ノロウィルスが流行しています。高熱、吐き気、嘔吐、
お腹が痛い等の症状がある場合は、注意が必要です。特に
便や嘔吐物の処理方法が重要です。市販の塩素系漂白剤を
50 倍に薄めて使用します。
＊展示のお知らせ：大変評判の良い「松井 隆」様による
写真展示を１月から 2 月まで行います。
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町

町 の 人 口
= 11 月末現在 =

世帯数　1,995（＋１）〈－１〉
人　口　4,437（－11）〈－65〉
　男　　2,045（－８）〈－41〉
　女　　2,392（－３）〈－24〉
（ ）内は前月との比較増減
〈 〉内は3月末からの累計増減
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
旧
年
中
は
「
広
報

お
と
べ
」
を
ご
愛
読
い
た
だ
き
ま

し
て
、
ま
こ
と
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

取
材
で
は
年
男
年
女
の
皆
さ
ん

か
ら
た
く
さ
ん
の
「
抱
負
」
を
頂

き
ま
し
た
。
私
も
決
意
新
た
に
卯

年
を
活
動
し
よ
う
と
、
少
し
だ
け

心
に
誓
い
ま
し
た
。（
決
意
だ
け

は
毎
年
）
そ
の
た
め
今
年
も
、
昨

年
同
様
に
脱
兎
の
ご
と
く
過
ぎ
去

る
一
年
に
な
る
よ
う
な
気
が
し
て

い
ま
す
。

　

本
年
も
「
広
報
お
と
べ
」
に
お

付
き
合
い
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

  さ
ん

  さ
ん

▽
地
域
の
振
興
発
展
に
役
立
て
て

く
だ
さ
い
。

　

麻　
生　
直　
子
さ
ん　

十
万
円

　

成　
田　
浩　
一
さ
ん　

十
万
円

▽
ふ
る
さ
と
寄
附
と
し
て

　

辰　

巳　

定　

雄　
さ
ん

（
函
館
乙
部
会
栄
浜
地
区
親
睦
会
）

　

あ
た
た
か
い
ご
寄
付
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

善
意
に
感
謝
し
ま
す

◆
役
場
・
教
育
委
員
会
事
務
局

　

12
月
31
日
（
金
）
か
ら
１
月
５

日
（
水
）
ま
で
休
み
ま
す
。

・
仕
事
納
め　

12
月
30
日
（
木
）

・
仕
事
始
め　

１
月
６
日
（
木
）

　

休
日
中
に
戸
籍
の
届
出
、
出
稼

労
働
者
手
帳
の
交
付
な
ど
お
急
ぎ

の
用
件
が
あ
る
場
合
は
、
日
直
職

員
が
対
応
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

◆
国
保
病
院

　

12
月
31
日
（
金
）
か
ら
１
月
５

日
（
水
）
ま
で
休
診
し
ま
す
。
な

お
、
救
急
患
者
に
つ
き
ま
し
て

は
、
当
直
医
が
対
応
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

◆
町
民
会
館

　

12
月
28
日
（
火
）
か
ら
12
月
31

日
（
金
）
ま
で
休
館
。

　

１
月
１
日
（
土
）
か
ら
平
常
ど

お
り
開
館
し
ま
す
。

年
末
年
始

　

役
場
、
病
院
な
ど
の
執
務
体
制

◆
公
民
館

　

12
月
30
日
（
木
）
か
ら
１
月
５

日
（
水
）
ま
で
休
館
。

　

１
月
６
日
（
木
）
か
ら
平
常
ど

お
り
開
館
し
ま
す
。

◆
町
民
体
育
館

　

12
月
30
日
（
木
）
か
ら
１
月
６

日
（
木
）
ま
で
休
館
。

　

１
月
７
日
（
金
）
か
ら
平
常
ど

お
り
開
館
し
ま
す
。

◆
お
と
べ
温
泉
い
こ
い
の
湯

　

い
こ
い
の
湯
は
休
ま
ず
、
通
常

ど
お
り
（
午
前
11
時
か
ら
午
後
９

時
）
営
業
し
ま
す
。

◆
町
立
歯
科
診
療
所

　

12
月
29
日
（
水
）
正
午
か
ら
１

月
４
日
（
火
）
ま
で
休
診
。

　

１
月
５
日
（
水
）
か
ら
平
常
ど

お
り
診
療
し
ま
す
。
な
お
、
休
診

中
の
お
問
い
合
わ
せ
は
診
療
所

（
電
話
６
２-

２
０
４
８
）
ま
で
。
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間伐で未来につなぐ北の森
この用紙は、原材料の一部に道産間伐材を
使用しております。道産 間伐材使用

よ
ろ
こ
びか

な
し
み

　

こ
ん
に
ち
は

　
　

よ
ろ
し
く
ね

鈴
木
永え

い
し
ん清

く
ん
（
大
伸
・
亜
紗
美
・
男
の
子
）

緑
町

木
下
愛あ

こ心
ち
ゃ
ん
（
満
男
・
郁
美
・
女
の
子
）

鳥
山

住民基本台帳の閲覧状況
　平成18年11月に住民基本台帳法の一部が改正され、閲覧状況を公表することが義務付けられました。
　つきましては、住民基本台帳法第11条第3項及び第11条の2第12項、住民基本台帳の一部の写しの閲覧
及び住民票の写し等の交付に関する省令第3条に基づき、次のとおり公表します。

閲覧年月日 閲覧申出者 利用目的の概要 閲覧に係る住民の範囲

平成 22 年 2 月 23 日 社会福祉法人
乙部町社会福祉協議会 地域老人の集い 鳥山・栄浜・元和地区在住の 70 歳

以上の方（237 名）

平 成 22 年 6 月 3 日 自衛隊函館地方協力本部 平成 22 年度自衛官募集 平成 4 年 4 月 2 日から平成 5 年 4
月 1 日までに出生した者（29 件）

平成 22 年 6 月 10 日 （株）地域創造研究所 平成 22 年度道民意識調査 字元和（10 件）

平成 22 年 10 月 28 日 自衛隊函館地方協力本部 平成 22 年度自衛隊
高等工科学校生徒募集

平成 7 年 4 月 2 日から平成 8 年 4
月 1 日までに出生した者（19 件）

平成 22 年 12 月 6 日 社会福祉法人
北海道共同募金会乙部町分会 歳末プレゼント贈呈事業 平成 22 年 12 月 31 日現在 70 歳以

上の独居世帯（348 件）


